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教  授 井出 吉信 成長・加齢・歯牙喪失に伴う顎骨の構造変化の解析 
－μCTによる立体構築と解析－ (Ａ97-0010-2) 
助 教 授 阿部 伸一 環境変化が摂食・嚥下関連筋群の筋線維特性に与える影響 (Ａ03-0010-1) 
講  師 上松 博子 乳歯象牙質の特異性に関する観察 (Ａ04-0010-1) 
 坂  英樹 乳歯歯根吸収に関する形態学的研究 (Ａ91-0010-6) 
助  手 御手洗 智 ヒト骨膜の微細血管構築に関する研究 (Ａ96-0010-3) 
 﨑山 浩司 筋線維形成過程における筋収縮蛋白と接着蛋白の発現に関する研究 
 (Ａ01-0010-3) 
研究助手 塩崎 一成 ヒト胸鎖乳突筋、僧帽筋に分布する副神経について (Ａ02-0010-1) 
大学院生 栁澤 伸彰 実験的舌癌発症マウスの病巣周囲筋線維特性の変化 (Ａ03-0010-2) 
 松永  智 マイクロCTを用いた骨口蓋内部構造の三次元的観察 (Ａ04-0010-4) 
 津守 伸明 上咽頭収縮筋の解剖学的観察 (Ａ04-0010-3) 
 大久保宏治 マウス顎二腹筋の筋線維特性 (Ａ04-0010-2) 
 杉崎 正規 マイクロCTによる有歯顎・無歯学下顎頭内部構造の三次元的観察 (Ａ05-0010-1) 
 鈴木 祐輔 マイクロCTによるデンタルインプラント周囲の顎骨再建に関する研究 
(Ａ04-0010-5) 
 本田 敦郎 mdxマウス咬筋の筋線維特性 (Ａ05-0010-2) 
 岩沼 治 筋線維に機械的負荷を与えた際に発現する遺伝子の解析 (Ａ06-0010-1) 
 大橋 卓史 デンタルインプラント周囲の骨梁に対する有限要素解析 (Ａ06-0010-2) 
 奥田 真平 ヒト口蓋咽頭筋に関する解剖学的研究 (Ａ06-0010-3) 
 染田 英紀 歯牙の三次元計測による年齢推定法についての検討 (Ａ06-0010-4) 
 呂  玟諺 びんろうが歯牙に与える影響 (Ａ06-0010-5) 
専 攻 生 平出百合子 下顎骨の力学的性質とその組織学的構造 (Ａ94-0010-2) 
 添島 正和 乳歯象牙質の特異性に関する観察 (Ａ04-0010-1) 
 大西 正治 下顎骨の力学的性質とその組織学的構造 (Ａ94-0010-2) 
 野並 幹三 ヒト骨膜の微細血管構築に関する研究 (Ａ96-0010-3) 
 白倉 由貴 成長・加齢・歯牙喪失に伴う顎骨の構造変化の解析 
－μCTによる立体構築と解析－ (Ａ97-0010-2) 
 廣瀬 大希 筋線維形成過程における筋収縮蛋白と接着蛋白の発現に関する研究（Ａ01-0010-3）

















Dent Traumatol 22(1), 18～24, 2006. 
 
2）臨床肉眼解剖（Ａ02-0010-1, Ａ04-0010-3, Ａ06-0010-3） 
歯科治療における偶発症防止、義歯製作、嚥下機能の解明など、歯科臨床とかかわる解剖に関して、肉 
眼解剖からのアプローチを試みている。視点を考えることによって多くの知見を見出している。 
形態科学 9(1), 23～26, 2005. 
形態科学 9(1), 27～30, 2005. 
 







Biomed Res 26(2), 61～68, 2005. 
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シンポジスト 年月日 講演演題 学会・研究会名 開催地 
松永 智 2005.6.1 マイクロCTでみる顎骨の内部構造 日本顕微鏡学会 第61 回
学術講演会 
つくば市












講演者 年月日 演  題 学会・研究会名 開催地 
井出 吉信 2005.4.24 顎関節の形態と機能 第17回日本顎関節学会 横浜市 
井出 吉信 2005.6.12 総義歯と解剖 第23回日本顎咬合学会 東京 
阿部 伸一 2005.5.8 無歯顎治療のための機能解剖の重要ポイ
ント 
日本顎咬合学会 浦添市 
阿部 伸一 2005.10.21 Implant Anatomy Yonsei University Soul, 
Koria 









講演者 年月日 演  題 学会・研究会名 開催地 
井出 吉信 2005.5.9 誤飲・誤嚥の基礎と臨床 ラジオNIKKEI 
「生涯研修ライブラリー」 
東京 
井出 吉信 2005.5.14 神経麻痺の発現環境 クインテッセンス研修会 東京 






井出 吉信 2005.6.11 食事と嚥下障害 武蔵野市歯科医師会講
演会 
東京 
井出 吉信 2005.6.19 摂食嚥下を理解するための解剖学 日本有床歯科施設協議会 つくば市
井出 吉信 2005.6.26 『「食べる」「話す」「笑う」を考える』
～歯科と高齢者のQOL～ 
日本歯科先端技術研究所 東京 
井出 吉信 2005.7.3 解剖学から見えてくる日常臨床のヒント 栃木歯学研究会 栃木市 





井出 吉信 2005.7.20 歯の健康について 千葉市文化振興財団 千葉市 
井出 吉信 2005.7.22 口腔周囲組織の機能解剖と老化について 神奈川歯科大学特別講義 横須賀市
井出 吉信 2005.8.20 歯科臨床・知っておきたい解剖学 
（摂食・嚥下、顎関節） 
宮崎県支部学術講演会 宮崎市 
井出 吉信 2005.9.4 無歯顎治療に必要な機能解剖 PTDCセミナー 千葉市 
























講演者 年月日 演  題 学会・研究会名 開催地 
井出 吉信 2005.11.26 摂食・嚥下障害知っておきたい解剖学 静岡県支部学術講演会 静岡市 





井出 吉信 2006.1.16 歯科臨床で知っておきたい解剖学 東京都丸の内歯科医師
会学術講演会 
東京 















阿部 伸一 2005.5.22 補綴治療に役立つ解剖学的診断 東京都立心身障害者口
腔保健センター 
東京 





阿部 伸一 2005.10.26 明日からの診療に役立つ機能解剖を考





























氏 名 年月日 ワークショップ名 役 割 開催地 
井出 吉信 2005.5.21～22 第 17 回東京歯科大学カリキュラム
研修ワークショップ 
サブディレクター 千葉市 
氏 名 年月日 ワークショップ名 役 割 開催地 
井出 吉信 2005.8.6～7 第 18 回東京歯科大学カリキュラム
研修ワークショップ 
サブディレクター 千葉市 
井出 吉信 2005.11.19～20 第 19 回東京歯科大学カリキュラム
研修ワークショップ 
サブディレクター 千葉市 




































﨑山 浩司 2005.8.6～7 第 18 回東京歯科大学カリキュラム
研修ワークショップ 
参加者 千葉市 







氏 名 年月日 種  別 役  割 開催地 
井出 吉信 2006.2.9 平成17年度第4学年CBT 運営委員 千葉市 
井出 吉信 2006.2.26 平成17年度第4学年OSCE 副運営委員長 千葉市 
阿部 伸一 2006.2.9 平成17年度第4学年CBT 試験実施委員 千葉市 
阿部 伸一 2006.3.8 平成17年度第4学年CBT追･再試験 試験実施委員 千葉市 
 
論      文 
 
 1. 津守伸明, 阿部伸一, 宇佐美晶信(1), 中島 功(2), 井出吉信 : 上咽頭収縮筋頬咽頭部の形態, 形態科学 9(1), 
23～26, 2005. 原著 A04-0010-3 (1)奥羽大・歯・口解,(2)昭和大・歯・口解 
 
 2. 宇佐美晶信(1), 北野良英, 阿部伸一, 津守伸明, 中島 功(2), 井出吉信 : 下歯槽神経、下歯槽動脈の走行形態, 
形態科学 9(1), 27～30, 2005. 原著 (1)奥羽大・歯・口解,(2)昭和大・歯・口解 
 
 3. Sakiyama,K., Abe,S., Tamatsu,Y.(1), Ide,Y. : Effect of stretching stress on the muscle contraction proteins of skeletal 
muscle myoblasts, Biomed Res 26(2), 61～68, 2005. 原著 A01-0010-3 細生研 (1)鹿大・大学院・歯科応用解剖 
 
4. Agematsu,H., Abe,S., Shiozaki,K.(1), Usami,A.(2), Ogata,S.(3), Suzuki,K., Soejima,M., Oｈnishi,M., Nonami,K., 
Ide,Y. : Relationship between large tubules and dentin caries in human deciduous tooth, Bull Tokyo Dent Coll 
46(1-2),   7～15, 2005. 原著 A-04-0010-1 細形研 (1)鶴見大・歯・解剖,(2)奥羽大・歯・口解,(3)鹿大・医・保健学科・臨
床看護学 
 
 5. James,H.E.(1), Hashimoto,M.(2), Saka,H. : Thai Tsunami victim identification - overview to date, J Forensic 
Odontostomatol 23(1), 1～18, 2005. 原著 (1)Forensic Odontology unit，University of Adelaide Australia,(2)法人類学 
 
 6. Ichikawa,J., Hara,T., Tamatsu,Y.(1), Ide,Y. : Morphological Changes in the Internal Structure of the Articular 
Eminence of the Temporal Bone during Growth from Deciduous to Early Mixed Dentition, J Oral Biosci 47(3), 263
～271, 2005. 原著 A01-0010-2 脳科学研 分析生研 (1)鹿大・大学院・歯科応用解剖学 
 
 7. 志田 剛(1), 阿部伸一, 上松博子, 津守伸明, 井出吉信, 鈴木計將(1), 川村和久(1) : 咬合支持と食形態がHDS-R
に与える影響について, 日摂食嚥下リハ会誌 9(3), 291～294, 2005. 原著 (1)静岡県 
 
 8. Maejima,M., Abe,S., Sakiyama,K., Agematsu,H., Hashimoto,M.(1), Tamatsu,Y.(2), Ide,Y. : Changes in tongue muscle 
fiber properties of mouse before and after weaning., Arch Oral Biol 50(12), 988～993, 2005. 原著 A-03-0010-1 
細形研,細生研 実動施設 (1)法人類学,(2)鹿大・大学院・歯科応用解剖学分野 
 
 9. Takada,H., Abe,S., Tamatsu,Y.(1), Mitarashi,S., Saka,H., Ide,Y. : Three-dimensional bone microstructures of the 
mandibular angle using micro-CT and finite element analysis: relationship between partially impacted mandibular 
third molars and angle fractures., Dent Traumatol 22(1), 18～24, 2006. 原著 分析生研 (1)鹿大・大学院・歯科応用
解剖学分野 
 
10. 河田英司(1), 佐野 司(2), 一戸達也(3), 小田 豊(1), 石井拓男(4), 井出吉信 : 本学総合学力試験と共用試験CBTの
比較, 日歯教誌 22(1), 23～25, 2006. 原著 (1)理工,(2)歯放,(3)歯麻,(4)社会歯 
 
解      説 
 
 1. 阿部伸一 : 咀嚼・嚥下運動における機能解剖の重要ポイント, 全身咬合 11(2), 31～35, 2005. 
 
 2. 坂 英樹, 橋本正次(1) : スマトラ沖地震被害者の身元確認活動における歯科の役割, 東京歯医師会誌 53(5),  




 3. 阿部伸一, 井出吉信 : 誤嚥防止への解剖学的考察, 日歯医師会誌 58(4), 316～327, 2005. 
 





1. 井上 孝(1)(a),(l),(o) 編集, 中村弘明 (2)(b),(e),(g), 太田一正 (3)(c),(d),(m), 渡邊弘樹 (4)(d),(n), 関口 浩 (5)(f),
大畠 仁(6)(h),(k), 橋本貞充(7)(i),(m),(o), 阿部伸一(j): 著分担 :病態からみた発生 (a)病態からみた発生序論  
1～7 頁,(b)受精から妊娠 8～12 頁,(c)ES細胞 13 頁,(d)全身の発生 14～19 頁,(e)胚葉形成・神経管形成 20～
21頁,(f)奇形の原因，遺伝子異常と診断 22～24頁,(g)顔のイントロダクション、頭頸部の形成 25～27頁,(h)顔面
の形成と先天異常 28～32 頁,(i)発育性嚢胞の発生 33～34 頁,(j)歯牙の発生、交換、加齢 35～40 頁,(k)歯周
組織の発生と疾患 41～45 頁,(l)歯原性腫瘍、歯原性嚢胞の発生 46～56 頁,(m)歯の発生異常と遺伝子 57～
64 頁,(n)舌・唾液腺、甲状腺の発生 65～68 頁,(o)舌・唾液腺、甲状腺の病態 69～80 頁, 南山堂, 東京, 2005. 
(1)臨検査,(2)生物,(3)生化学,(4)超微構造,(5)小児歯,(6)口外,(7)病理 
 
 2. 阿部伸一(a),井出吉信(a): 著分担 :よくわかる口腔インプラント学 (a)第２章口腔インプラントのための基礎科学  
１．解剖学 23～36 頁, 医歯薬出版, 東京, 2005. 
 
 3. 井出吉信(a): 著分担 :よくわかる顎口腔機能 咀嚼・嚥下・発音を審査・診断する (a)嚥下器官 148～154 頁,   
医歯薬出版, 東京, 2005. 
 
 4. 櫻井 薫(1), 石井拓男(2)(a), 井出吉信(b), 松井 隆(3)(c) : 著分担 :POSによる歯科診療録の書き方 (a)教育改革の
流れと大学における診療録書き方指導 16～17 頁,(b)口腔解剖の名称と記載要領 86～92 頁,(c)処方ならびに
処方せんの書き方 97～101 頁, 医歯薬出版, 東京, 2005. (1)補綴I,(2)社会歯,(3)口健臨・口外科 
 
 5. 井出吉信(a): 著分担 :わかる!摂食・嚥下リハビリテーションⅠ 評価法と対処法 (a)摂食・嚥下のメカニズム 14～
30 頁, 医歯薬出版, 東京, 2005. 
 
 6. 阿部伸一(a),上松博子(a),井出吉信(a): 著分担 :目で見る人口歯排列&歯肉形成 (a)人口歯排列・歯肉形成にか




 1. Abe,S., Agematsu,H., Ide,Y. : Superficial and deep layer muscle fiber properties of the mouse masseter before and 
after weaning, Proceedings of 2005-SINO-JAPANESE conference on stomatology, 57～58, 




 1. 井出吉信, 阿部伸一, 渡邊 裕(1) : デンチャーが上手くなりたい早く名医と呼ばれたい－解剖学的視点で作る印象
と総義歯－, ジーシー, 2005. ビデオ (1)市病・オーラルメディシン 
 
  




 1. 西村文子(1), 原 麻子(1), 関口 浩(1), 藥師寺 仁(1), 井出吉信 : マイクロCTを用いた下顎第一乳臼歯咬合面溝の
三次元的観察, 小児歯誌 43(2), 250, 2005.(第 43 回日本小児歯科学会大会および総会, 仙台市) (1)小児歯 
 
 2. 鈴木一成, 本田敦郎, 﨑山浩司, 上松博子, 阿部伸一, 井出吉信 : 筋収縮タンパク MyHC-2d の機能的役割, 
歯科学報 105(3), 246, 2005.(第 279 回東京歯科大学学会例会, 千葉市) A-03-0010-1 細形研,細生研 実動施設 
 
 3. 松永 智, 井出吉信 : マイクロ CT でみる顎骨の内部構造, 顕微鏡 40(suppl2), 42, 2005.(日本顕微鏡学会第 61 回
学術講演会, つくば市) A04-0010-4 分析生研 
 
 4. 黒川勝英(1), 﨑山浩司, 武田友孝(1), 阿部伸一, 井出吉信, 石上惠一(1) : 培養筋芽細胞の伸展刺激に対する筋
線維特性の影響について, 歯科学報 105(3), 244, 2005.(第 279 回東京歯科学会例会, 千葉市) A00-0790-11 細生
研 (1)スポーツ歯 
 
 5. 津守伸明, 阿部伸一, 井出吉信 : 嚥下運動に関与する咽頭収縮筋の形態, 歯科学報 105(3), 245, 2005.(第 279
回東京歯科大学学会例会, 千葉市) A04-0010-3 
 
6. Yoshinari,M.(1), Inoue,T.(2), Matsuzaka,K.(2), Abe,S., Miake,Y.(3), Shibahara,T.(4), Kato,T.(5), Hirayama,A.(6) : 
Development of Smart Biomaterials Modified with Salivary Protein., Bull Tokyo Dent Coll 46(3), 96～99, 2005.(平
成 17 年東京歯科大学口腔科学研究センターワークショップ,千葉市) A05-0240-1 HRC5A10,和訳 細形研,細生研,分析生研 
(1)理工,(2)臨検査,(3)超微構造,(4)口外,(5)微生物,(6)ＲＩ研 
 
 7. 津守伸明, 阿部伸一, 井出吉信 : 嚥下機能に関与する咽頭収縮筋の形態, 日摂食嚥下リハ会誌 9(3), 367, 
2005.(第 11 回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会, 名古屋市) A04-0010-3 細形研 
 
 8. 鈴木祐輔, 松永 智, 井出吉信 : マイクロ CT を用いたデンタルインプラント周囲の三次元微細構造の観察および
有限要素解析, J Oral Biosci 47(suppl), 82, 2005.(第 47 回歯科基礎医学会学術大会ならびに総会, 仙台市) 
A04-0010-5 分析生研 
 
 9. 﨑山浩司, 岩沼治, 大久保宏冶, 阿部伸一, 井出吉信 : マウス舌癌周囲における筋組織の筋線維特性に与える
影響について, J Oral Biosci 47(suppl), 109, 2005.(第 47 回歯科基礎医学会学術大会ならびに総会, 仙台市) 
A01-0010-3 細形研,細生研 実動施設 
 
10. 本田敦郎, 栁澤伸彰, 阿部伸一, 上松博子, 井出吉信 : 筋再生時における MyoD と MyHC-perinatal の経時的
変化, J Oral Biosci 47(suppl), 109, 2005.(第 47 回歯科基礎医学会学術大会ならびに総会, 仙台市) A05-0010-2 細形
研,細生研 実動施設 
 
11. 山田雅司(1), 加藤広之(1), 中川寛一(1), 松永 智, 井出吉信 : マイクロCTを用いた上顎第一大臼歯近心頬側根管
口の3次元的観察, 日歯保存誌 49(秋季特別号), 19, 2005.(第7回 日韓歯科保存学会学術大会 秋季学術大会(123
回) 50 周年記念大会, 東京) 分析生研 (1)保存I 
 
  
12. 橋本正次 (1) , 坂 英樹, 井出吉信, 笠原典夫 (2) , 高田英紀 (3) , 染田英利 (3) , 藤井宏治 (4) , 畑山龍治 (5) ,
竹谷 修(5), 村田幸信(5), 横山 豊(5) : スマトラ沖大地震による津波犠牲者の身元確認作業－タイ・プーケット周
辺において(その 1)－, 日本法科技術誌 10(別冊), 29, 2005.(第 11 回日本法科学技術学会学術集会, 大阪市) (1)法
人類学,(2)千葉医療福祉専門学校,(3)自衛隊,(4)科警研,(5)警視庁刑事部鑑識課 
 
13. 坂 英樹, 井出吉信, 橋本正次 (1) , 笠原典夫 (2) , 高田英紀 (3) , 染田英利 (3) , 藤井宏治 (4) , 畑山龍治 (5) ,
竹谷 修(5), 村田幸信(5), 横山 豊(5) : スマトラ沖大地震による津波犠牲者の身元確認作業－タイ・プーケット周
辺において(その 2)－, 日本法科技術誌 10(別冊), 30, 2005.(第 11 回日本法科学技術学会学術集会, 大阪市) (1)法
人類学,(2)千葉医療福祉専門学校,(3)自衛隊,(4)科警研,(5)警視庁刑事部鑑識課 
 
14. 大橋卓史, 坂 英樹, 阿部伸一, 井出吉信, 井上 孝(1) : OVXラットにおける歯槽骨内部構造の 3 次元的観察,  
歯科学報 105(5), 497, 2005.(第 280 回 東京歯科大学学会総会, 千葉市) A06-0010-2 分析生研 (1)臨検査 
 
15. 山田雅司(1), 加藤広之(1), 中川寛一(1), 松永 智, 井出吉信 : マイクロCTを用いた上顎第一大臼歯近心頬側根管
口の 3 次元的観察, 歯科学報 105(5), 498, 2005.(第 280 回東京歯科大学学会総会, 千葉市) 分析生研 (1)保存I 
 
16. 奥田真平, 御手洗 智, 上松博子, 阿部伸一, 井出吉信 : ヒト口蓋咽頭筋の付着部に関する解剖学的研究,  
歯科学報 105(5), 512, 2005.(第 280 回東京歯科大学学会総会, 千葉市) A06-0010-3 
 
17. 岩沼治, 栁澤伸彰, 﨑山浩司, 阿部伸一, 井出吉信 : 成長期におけるマウス側頭筋の筋線維特性の変化,   
歯科学報 105(5), 513, 2005.(第 280 回東京歯科大学学会総会, 千葉市) A06-0010-1 細形研,細生研 実動施設 
 
18. Sakiyama,K., Yoshii,M., Yanagisawa,N., Abe,S., Ide,Y. : Changes in the Muscle Fiber Characteristics of the Anterior 
Belly of the Digastric Muscle Before and after Weaning in Mice., ASCB(suppl), 142, 2005.(45th Annual Meeting The 
American Society for Cell Biology , San Francisco, USA) A01-0010-3 細形研,細生研 実動施設 
 
19. Yanagisawa,N., Sakiyama,K., Abe,S., Ide,Y. : Properties of myosin heavy chain in tongue muscle of microphthalmic 
(mi/mi) mice before and after weaning., ASCB(suppl), 142, 2005.(45th Annual Meeting The American Society for Cell 
Biology, San Francisco, USA) A03-0010-2 細形研,細生研 実動施設 
 
20. 松永 智, 井出吉信 : インプラントを介した咬合力が顎骨に及ぼす影響 －三次元有限要素解析を用いた考察－, 
日口腔インプラント会誌 19(1), 75, 2006.(第 35 回日本口腔インプラント学会総会学術大会, 弘前市) A04-0010-4 分析
生研 
 
21. 阿部伸一, 﨑山浩司, 井出吉信 : Krox20 Null Mutation マウスにおける筋収縮タンパクの発現, 解剖誌 81(suppl), 
91, 2006.(第 111 回日本解剖学会全国学術集会, 相模原市) A-03-0010-1 細形研,細生研 実動施設 
 
22. 松永 智, 井出吉信 : マイクロ CT でみる顎骨の内部構造－Implant を介した咬合力が顎骨内部構造に及ぼす影
響の解析, 解剖誌 81(suppl), 116, 2006.(第 111 回日本解剖学会総会・学術大会, 相模原市) A04-0010-4 分析生研 
 
23. 本田敦郎, 栁澤伸彰, 阿部伸一, 上松博子, 井出吉信 : 筋再生時における MyoD と MyHC-perinatal の経時的




24. 吉成正雄(1), 井上 孝(2), 松坂賢一(2), 阿部伸一, 見明康雄(3), 柴原孝彦(4), 加藤哲男(5),平山明彦(6) : 唾液タンパ
ク質の吸着特性を制御した生体新素材の開発, 平成 17 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショッ
ププログラムおよび抄録集, 36～38, 2006.(平成 17 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショップ, 千葉市) 







教  授 栁澤 孝彰 歯牙硬組織の脱灰と再石灰化（Ａ85-0020-1） 
助 教 授 澤田  隆 萌出と機能に伴う歯と歯周組織の超微構造的変化（Ａ79-0020-1） 
 見明 康雄 キシリトールによる唾液の再石灰化促進効果に関する研究 
（Ａ97-0020-2） 
講  師 森口美津子 象牙質および歯髄におけるプロテオグリカンについての免疫組織化学
的研究（Ａ92-0020-2） 




大学院生 桑名  誠 In situ hybridization法による骨芽細胞，線維芽細胞の細胞骨格 
（Ａ93-0020-1） 
 荻原 正也 歯牙漂白がエナメル質結晶におよぼす影響に関する研究 
 塩谷 宗大 インプラント表面性状の違いによる付着上皮接合能の変化について 
 菅原  優 ラット臼歯の咬合に伴う歯根膜弾性系線維の発現 －免疫組織化学的










解剖誌 80 (補遺2), 34～36, 2005. 




































広大・院・歯・歯科理工 広島市 岡崎 正之 
澤田  隆 萌出と機能に伴う歯と歯周組織
の超微構造的変化 



















プラトンジャパン 東京 神蔵   功 






















  シンポジウム   
シンポジスト 年月日 演  題 学会名 開催地 
栁澤 孝彰 2005.5.30 Prevention and Restoration of Initial 
Enamel Caries by Remineralization 
Enhanced with Xylitol +2 Chewing Gum 
– in vitro study - 
International Symposium 
on Xylitol Study, 
National Committee for 






氏 名 年月日 ワークショップ名 役 割 開催地 





見明 康雄 2005.12.3～4 第2回東京歯科大学試験問題作成とセキュリ
テイの確保に関するワークショップ 
参加者 船橋市 
渡邊 弘樹 2005.12.3～4 第2回東京歯科大学試験問題作成とセキュリ
テイの確保に関するワークショップ 
参加者 千葉市 
澤田  隆 2005.8.3～5 平成 17 年度 大学の教育・授業を考えるワ
ークショップ 
参加者 浜松市 




  教育講演   
講演者 年月日 演  題 学会・研究会名 開催地 








柳澤 孝彰 2006.1.24 キシリトール+2 による齲蝕
発生の抑制と初期齲蝕の修復




見明 康雄 2006.3.17 脱灰と再石灰化 第499回理工懇談会 東京 
 
共用試験等 
氏 名 年月日 種  別 役  割 開催地 
見明 康雄 2006.2.26 平成17年度第4学年OSCE 誘導責任者 千葉市 
 
論      文 
 
 1. 津守將充(1), 見明康雄, 栁澤孝彰, 平井義人(1) : 酸化亜鉛配合グラスアイオノマーセメントの象牙質脱灰の抑制
効果, 歯科学報 104(3), 326～333, 2004. 原著 平成 16 年度分、二次出版 (1)保存III 
 
 2. 見明康雄, 三穂蓉子(1), 池田正一(1), 大野裕久(2), 片倉 朗(3), 栁澤孝彰 : 化学療法を受けた小児白血病児の形
成障害歯に関する病理組織学的検討, 障害者歯 26(2), 220～226, 2005. 症例 (1)神奈川県立こども医療センター
歯科,(2)千葉県,(3)口外 
 
 3. Hirata,I.(1), Nomura,Y.(1), Tabata,H.(2), Miake,Y., Yanagisawa,T., Okazaki,M.(1) : SEM observation of collagen fibrils 
secreted from the body surface of osteoblasts on a CO3 apatite-collagen sponge, Dent Mater J 24(3), 460～464, 
2005. 原著 (1)広島大・大学院・医歯薬学創生医科学,(2)阪大・産業科学ナノテクノロジーセンター 
 
 4. 石塚洋一(1), 渡邊弘樹, 石岡みずき(1), 塩谷宗大, 三木友香里(2), 栁澤孝彰, 佐々木順造(2) : NOS1 ノックアウトマ
ウス歯髄におけるn-NOS, e-NOSタンパクの発現, 解剖誌 80(補遺 2), 34～36, 2005. 原著 細形研 実動施設  
(1)東歯大・学生,(2)岡山大・大学院・細胞組織 
 
 5. 石岡みずき(1), 渡邊弘樹, 石塚洋一(1), 塩谷宗大, 三木友香里(2), 栁澤孝彰, 佐々木順造(2) : NOS1 ノックアウトマ
ウス歯肉におけるn-NOS, e-NOSタンパクの発現, 解剖誌 80(補遺 2), 37～39, 2005. 原著 細形研 実動施設  
(1)東歯大・学生,(2)岡山大・大学院・細胞組織 
 
 6. 淺井知宏(1), 間 奈津子(1), 菅原 優, 澤田 隆, 栁澤孝彰 : ラット臼歯歯根膜における弾性系線維の局在, 歯科
学報 105(6), 602～608, 2005. 原著 A-79-0020-1 細形研 実動施設 (1)東歯大・学生 
 
解      説 
 
 1. 見明康雄 : エナメル質を考える, DE(155), 1～2, 2005. 
 
 2. 見明康雄 : エナメル質の微細構造, DE(155), 3～6, 2005. 
 




 1. 井上 孝(1)(a),(l),(o), 中村弘明(2)(b),(e),(g), 太田一正(3)(c),(d),(m), 渡邊弘樹(d),(n), 関口 浩(4)(f),大畠 仁(5)(h),(k), 
橋本貞充(6)(i),(m),(o), 阿部伸一(7)(j) : 著分担 :病態からみた発生 (a)病態からみた発生序論 1～7 頁,(b)受精
から妊娠 8～12 頁,(c)ES細胞 13 頁,(d)全身の発生 14～19 頁,(e)胚葉形成・神経管形成 20～21 頁,(f)奇形の
原因，遺伝子異常と診断 22～24 頁,(g)顔のイントロダクション、頭頸部の形成 25～27 頁,(h)顔面の形成と先天
異常 28～32 頁,(i)発育性嚢胞の発生 33～34 頁,(j)歯牙の発生、交換、加齢 35～40 頁,(k)歯周組織の発生と
疾患 41～45 頁,(l)歯原性腫瘍、歯原性嚢胞の発生 46～56 頁,(m)歯の発生異常と遺伝子 57～64 頁,(n)舌・唾
液腺、甲状腺の発生 65～68 頁,(o)舌・唾液腺、甲状腺の病態 69～80 頁, 南山堂, 東京, 2005. (1)臨検査,(2)生
物,(3)生化学,(4)小児歯,(5)口外,(6)病理,(7)解剖 
 
 2. 佐々木崇寿(1), 磯川桂太郎(2), 栁澤孝彰 : 共著 :組織学・口腔組織学(第 2 版) , わかば出版, 東京, 2005.    
(1)昭和大・歯・口腔組織,(2)日大・歯・解剖Ⅱ 
  
 3. 高木 實(1)監修, 栁澤孝彰(a), 見明康雄(b), 澤田 隆(c), 田中陽一(2)(d-f) : 著分担 :口腔病理アトラス (第 2 版) 
(a)歯牙硬組織の病変 1～30 頁,(b)齲蝕 31～52 頁,(c)歯髄および根尖歯周組織の病変 53～72 頁,(d)全身疾
患に伴う口腔病変：貧血 316 頁,(e)顆粒球減少症 317 頁,(f)血小板異常による出血性素因 318 頁,(g)骨髄腫・





1. 柴原孝彦 (1) , 杉戸博記 (2) , 間宮秀樹 (3) , 外木守雄 (4) , 橋本貞充 (5) , 嶋村一郎 (6) , 関口 浩 (7) , 澤田 隆,
佐藤 裕(8), 高橋義一(9), 藤関雅嗣(9) : 歯科学報「読者アンケート」の結果について, 歯科学報 105(3), 220～
226, 2005. (1)口外,(2)保存II,(3)歯麻,(4)市病・オーラルメディシン,(5)病理,(6)補綴III,(7)小児歯,(8)生化学,(9)東京都 
 
 2. 見明康雄, 栁澤孝彰, 片倉 朗(1), 内山健志(1), 水口 清(2) : 唾液による歯牙硬組織石灰化度の恒常性維持の解
明, 平成 13 年度～平成 17 年度私立大学学術研究高度化推進事業(ハイテク・リサーチ・センター)研究成果報




 1. Mishima,H.(1), Sugita,D.(2), Saeki,Y.(2), Miake,Y., Yanagisawa,T. : Remineralization effects of demineralized apatite 
crystal in bovine enamel, Bone 36(Suppl. 2), s167～s168, 2005.(2nd Joint Meeting of the European Calcified Tissue 
Society and the International Bone and Mineral Society, Geneva, Switzerland) 細形研 (1)高知学園短大・医療衛生,(2)ロッテ・
中央研 
 
 2. 淺井知宏(1), 間 奈津子(1), 菅原 優, 澤田 隆, 栁澤孝彰 : ラット臼歯歯根膜に弾性線維は存在するか, 歯科学
報 105(3), 238, 2005.(第 279 回東京歯科大学学会例会, 千葉市) A-79-0020-1 細形研 (1)東歯大・学生 
 
 3. 菅原 優, 間 奈津子(1), 淺井知宏(1), 澤田 隆, 栁澤孝彰 : ラット臼歯歯根膜における弾性系線維の局在 －免
疫組織化学的検討－, 歯科学報 105(3), 239, 2005.(第 279 回東京歯科大学学会例会, 千葉市) A-79-0020-1 細形
研 (1)東歯大・学生 
 
 4. 菅原 優, 澤田 隆, 荻原正也, 塩谷宗大, 栁澤孝彰 : ラット臼歯歯根膜における弾性系線維の分布 －免疫組
織化学的検討－, J Oral Biosci 47(Suppl.), 91, 2005.(第 47 回歯科基礎医学会総会, 仙台市) A-79-0020-1 細形研 
 
 5. 森口美津子, 山田まりえ(1), 栁澤孝彰 : ラット歯胚象牙質におけるTIMP-3 の分布について, J Oral Biosci 
47(Suppl.), 150, 2005.(第 47 回歯科基礎医学会総会, 仙台市) 細形研 (1)新潟医療福祉大・医療技術・理学療法 
 
6. 柴原孝彦 (1) , 杉戸博記 (2) , 間宮秀樹 (3) , 外木守雄 (4) , 橋本貞充 (5) , 嶋村一郎 (6) , 関口 浩 (7) , 澤田 隆,
佐藤 裕(8), 藤関雅嗣(9), 高橋義一(9) : これからの歯科学報-「読者アンケート」の結果をふまえて-, 歯科学報 
105(5), 534, 2005.(第 280 回東京歯科大学学会総会, 千葉市) (1)口外,(2)保存II,(3)歯麻,(4)市病・オーラルメディシン,(5)病
理,(6)補綴III,(7)小児歯,(8)生化学,(9)東京都 
 
 7. Sawada,T., Inoue, S.(1) : Elastic system fibers in rat molar periodontal ligament:Immunohistochemical study, Mol Biol 
Cell 16(Suppl.), 498a～499a, 2005.(45th Annual Meeting The American Society for Cell Biology, San Francisco, USA) 細
形研, CD-ROM (1)Dept. of Anatomy and Cell Biology， McGill University 
 
  
 8. 石川真由(1), 森口美津子, 山田まりえ(2), 栁澤孝彰 : ラット胎児の臼歯歯胚と眼瞼の上皮のアポトーシスについて, 
解剖誌 81(抄録号), 154, 2006.(第 111 回日本解剖学会総会, 相模原市) 細形研 (1)東歯大・学生,(2)新潟医療福祉大・
医療技術・理学療法 
 
 9. 三島弘幸(1), 見明康雄, 大野由香(1), 中石裕子(1), 野村加代(1), 栁澤孝彰 : X線分析顕微鏡及び電子プローブX
線マイクロアナライザを用いた癒合歯の解析例, 解剖誌 81(抄録号), 172, 2006.(第 111 回日本解剖学会総会,   
相模原市) 細形研 (1)高知学園短大・医療衛生 
 
10. 森口美津子, 山田まりえ(1), 栁澤孝彰 : ラット臼歯の萌出におけるTIEG-1, TGF-βReceptor 1, Caspase-3 の分布
について, 解剖誌 81(抄録号), 172, 2006.(第 111 回日本解剖学会総会, 相模原市) 細形研 (1)新潟医療福祉大・医療
技術・理学療法 
 
11. 吉成正雄(1), 井上 孝(2), 松坂賢一(2), 阿部伸一(3), 見明康雄, 柴原孝彦(4), 加藤哲男(5),平山明彦(6) : 唾液タンパ
ク質の吸着特性を制御した生体新素材の開発, 平成 17 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショッ
ププログラムおよび抄録集, 36～38, 2006.(平成 17 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショップ, 千葉市) 
HRC5A10 細形研,細生研,分析生研,生素研 (1)理工,(2)臨検査,(3)解剖,(4)口外,(5)微生物,(6)ＲＩ研 
 
12. 見明康雄, 栁澤孝彰, 片倉 朗(1), 内山健志(1), 水口 清(2) : 唾液による歯牙硬組織石灰化度の恒常性維持の解
明, 平成 17 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショッププログラムおよび抄録集, 39～41, 2006.(平
成 17 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショップ, 千葉市) HRC5A11 保情研 (1)口外,(2)法歯 
 
  




教  授 鈴木  隆 ハムスター顎下神経節細胞のシナプス電流とその発現機序について 
（Ａ84-0090-1） 
助 教 授 田﨑 雅和 口腔粘膜受容器の形態および機能に関する研究（Ａ79-0090-1） 
講  師 山本  哲 脳内活性に及ぼす加齢，運動機能障害，感覚機能障害および脳内代謝異常の
影響（Ａ97-0090-1） 



















J Physiol 568(3), 851～865，2005．  
 
2）象牙芽細胞は感覚受容細胞か？象牙芽細胞のTRPV1チャネル発現（Ａ95-0090-2） 
痛覚の受容機構に直接的に関与するtransient receptor potential vanilloid subfamily  




































行するかを調べるため、妊娠18日目のマウスの腹腔に 13C-Taurine (98%) を 500mg/kg 注入し、出生直後の
新生仔の脳内タウリン量を調べた。母獣の脳内 13C-Taurine は 0.11 (+/- 0.00) micro mole/g であったの
に対して、新生仔の脳内では 0.23(+/- 0.02) micro mole/g であり、多くのタウリンが取り込まれているこ
とが明らかになった。 






















研究施設 所在地 責任者 
澁川 義幸 K+-dependent Na+/Ca2+ exchanger
の構造変異と細胞膜K+-Na+-Ca2+ 
交換駆動過程の機能連関 
カルガリー大学医学部 Canada PPM Schnetkamp
澁川 義幸 顎運動関連ミラーニューロンシ
ステムの検討 




東邦大･薬 船橋市 百瀬弥寿徳 
澁川 義幸 象牙芽細胞の細胞内Ca2+信号に関
する研究 
延世大学･歯 韓国 Dong Min Shin
澁川 義幸 電位依存性K+チャネルの生体物
理学的特性に関する研究 
カルガリー大･医 Canada WR Giles 
澁川 義幸 象牙芽細胞は感覚受容細胞であ
るか？ 
リヨン第一大 France H Magloire 
澁川 義幸 細胞内IP3濃度計測に関する研究 北医大･歯 当別町 谷村明彦 
澁川 義幸 象牙芽細胞の TRPM8 チャネルに
関する研究 
鹿児島大学･歯 鹿児島 徳田雅行 
 
4. 科学研究費補助金・各種補助金 




澁川 義幸 Ca2+ signaling mediated by IP3-dependent Ca2+ 
releasing and store-operated Ca2+ channels in 
rat odontoblasts. 
東京歯科大学学長奨励研究賞 







受賞者名 年月日 賞名 テーマ 学会・団体名
澁川 義幸 2005.7.12 学長奨励研究賞 Ca2+ signaling mediated by 
IP3-dependent Ca2+ releasing and 




   学会招待講演 
演者名 年月日 講演題名 学会・研究会名 主催地 








  招待講演 
演者名 年月日 講演題名 学会・研究会名 主催地 









演者名 年月日 演 題 学会・研究会名 主催地 
田﨑 雅和 2005.7.14 感覚神経終末の変性と再生 東京都歯科医師会卒後研修 東京 
 
教育ワークショップ等 
演者名 年月日 種 別 役 割 主催地






田﨑 雅和 2005.10.22～23 第1 回試験問題作成とセキュリテイの確保に
関するワークショプ 
参加者 船橋市 
遠藤 隆行 2006.3.17～18 第3回試験問題作成とセキュリテイの確保に
関するワークショプ 
参加者 木更津市
澁川 義幸 2005.8.6～7 第18回東京歯科大学カリキュラム研修ワー
クショップ 
参加者 千葉市 





氏 名 年月日 種  別 役  割 開催地 
田﨑 雅和 2006.2.9 平成17年度第4学年CBT 試験実施委員 千葉市 
田﨑 雅和 2006.2.26 平成17年度第4学年OSCE 回収・入力責任者 千葉市 
田﨑 雅和 2006.3.8 平成17年度第4学年CBT追･再試 試験実施委員 千葉市 
 
論      文 
 
 1. Shibukawa,Y., Chilton,E.(1), Maccannell, K.(1), Clark,R.(1), Giles,W.(1) : K+ currents activated by depolarization in 
cardiac fibroblasts., Biophys J 88(6), 3924～3835, 2005. 原著 A95-0090-2 (1)カルガリー大･医･生理生体物理 
 
2. Chilton,L.(1), Ohya,S.(2), Freed,D.(3), George,E.(1), Drobic,V.(3), Shibukawa,Y., MacCannell,K.(1), Imaizumi,Y.(2), 
Clark,R.(1), Dixon,I.(3), Giles,W.(4) : K+ currents regulate the resting membrane potential, proliferation, and 




 3. 平野修助(1), 細江伸央(2), 二宮るみ子(2), 山本 哲, 平山明彦(3), 諸田 隆(4), 浅野貴之(4), 古部 勝(2) : 周産期に
おけるタウリン負荷と脳発達について, 必須アミノ酸研究(173), 60～64, 2005. 原著 A97-0090-1 実動施設 (1)額田
医学生物学研究所,(2)東邦大・佐倉病院,(3)ＲＩ研,(4)ツムラ医薬評価研究所 
 
 4. 青木 博(1), 細江伸央(1), 古部 勝(1), 山本 哲, 平山明彦(2), 諸田 隆(3), 浅野貴之(3), 平野修助(4) : 周産期におけ
るタウリン負荷の発育に及ぼす影響ー13C-タウリンによる脳組織への移行-, 13C医学 15, 14～15, 2005. 原著 
RI研 (1)東邦大・佐倉病院,(2)ＲＩ研,(3)ツムラ医薬評価研究所,(4)額田医学生物学研究所 
 
 5. Endoh,T. : Involvement of Src tyrosine kinase and mitogen-activated protein kinase in the facilitation of calcium 
channels in rat nucleus of the tractus solitarius by angiotensin II , J Physiol 568(3), 851～865, 2005. 原著 
A-04-0090-1 
 
6. Okumura,R.(1), Shima,K.(2), Muramatsu,T.(2), Nakagawa,K.(1), Shimono,M.(2), Suzuki,T., Magloire,H.(3), Shibukawa,Y. : 
The odontoblast as a sensory receptor cell? The expression of TRPV1 (VR-1) channels., Arch Histol Cytol 68(4), 
251～257, 2005. 原 著  A95-0090-2 細 形 研 , 分 子 生 研 , 細 生 研  実 動 施 設  (1) 保 存 I,(2) 病 理 ,(3)Laboratoire du 
Developpement des tissus dentaires， EA 1892， IFR 62， Faculte d’Odontologie 
 
 7. Tazaki,M. : Characterization of the peri-implant epithelium in hamster palatine mucosa: Behavior of Merkel cells and 
nerve endings, Biomed Res 26(6), 257～269, 2005. 原著 A-79-0090-1 細形研 実動施設 
 
 8. Kato,Y.(1), Muramatsu,T.(1), Kato,M.(1), Shibukawa,Y., Shintani,M.(2), Yoshino,F.(3) : Cortical reorganization and 
somatic delusional psychosis: a magnetoencephalographic study., Psychiatry Res. 146(1), 91～95, 2006. 原著 
A02‐0090‐1 脳科学研 (1)慶大・医・精神神経,(2)脳科学研究施設,(3)市病・精神・神経科 
 
9. 平野修助 (1) , 山本 哲, 平山明彦 (2) , 野村正彦 (3) , 菅 理江 (3) , 本田加奈子 (3) , 細江伸央 (4) , 古部 勝 (4) ,
諸田 隆(5), 浅野貴之(5), 油田正樹(6) : タウリン負荷による脳組織の発達と学習行動について, 必須アミノ酸研究
(175), 69～74, 2006. 原著 A-97-0090-1 実動施設 (1)額田医学生物学研究所,(2)ＲＩ研,(3)埼玉医大・生理,(4)東邦大・佐
倉病院,(5)ツムラ医薬評価研究所,(6)武蔵野大・薬 
 
10. Tazaki,M. : Extracellular Calcium is Necessary for Normal Response to Mechanical Stimulation in Merkel 
Cell-Neurite Complexes in Hamster Touch Dome, 医と生物 150(3), 128～132, 2006. 原著 A-79-0090-1 細生研 
 
11. Tazaki,M. : Response of Merkel cells in the palatal rugae to the continuous mechanical stimulation by palatal plate, 




1. 川口 充(1), 王 久子(1), 澤木康平(1), 坂井隆之(1), 大久保みぎわ(1), Bruce,B.J.(1), 小菅康弘(1), Ashraf,M.(2),     
山根源之(3), 山本 哲, 茂木悦子(4) : 唾液腺の機能診断および検査技術の展開を目的とした基礎的研究, 平成
17 年度 東京歯科大学口腔科学研究センターワークショッププログラムおよび抄録集, 44～45, 2006.(平成 17 年








 1. 遠藤隆行, 鈴木 隆 : ラット脳幹孤束核細胞電位依存性カルシウムチャネルに対するアンギオテンシン II の Src チ
ロシンキナーゼ MAPK キナーゼ依存性促進作用, 歯科学報 105(3), 272, 2005.(第 279 回東京歯科大学学会例会, 
千葉市) A-04-0090-1 
 
 2. Kubo,K.(1), Bessho,H.(2), Shibukawa,Y., Shintani,M.(3), Suzuki,T., Ichinohe,T.(1), Kaneko,Y.(1) : Neural activities in 
primary somatosensory cortex following tooth pulp electrical stimulation:-Non-painfil sensation carried by human 
intradental A-bata fibers-, Dentin/Pulp Complex Meeting 2005 , 2005.(Dentin/Pulp Complex Meeting 2005 , 
Dusseldorf, Germany) 脳科学研 (1)歯麻,(2)口外,(3)脳科学研究施設 
 
3. Hoshino,M.(1), Shibukawa,Y., Okumura,R.(2), Matsuki,M.(3), Muramatsu,T.(3), Ogiuchi,H.(1), Hashimoto,S.(3), 
Shimono,M.(3) : Expression of tight junction-associated proteins between odontoblasts , Dentin/Pulp Complex 
Meeting 2005 Program, P-6, 2005.(Dentin/Pulp Complex Meeting 2005, Dusseldorf, Germany) 細形研 (1)東女医大・口
外,(2)保存I,(3)病理 
 
 4. 遠藤隆行, 鈴木 隆 : 脳由来神経栄養因子はラット脳幹孤束核細胞電位依存性カルシウムチャネルに対するアン
ギオテンシン II の促進作用を減衰させる, 歯科学報 105(5), 64, 2005.(第 280 回東京歯科大学学会例会, 千葉市) 
A-04-0090-1 
 
 5. 澁川義幸 : 象牙芽細胞におけるカルシウムシグナリング制御機構, 歯科学報 105(5), 492, 2005.(第 280 回 東京歯
科大学学会総会, 千葉市) A95-0090-2 細形研,分子生研,細生研 
 
 6. 小菅康弘(1), 山本 哲, 川口 充(1) : レーザー・マイクロダイセクション法による領域特異性タンパク質の解析, 歯科
学報 105(5), 503, 2005.(第 280 回東京歯科大学学会総会, 千葉市) A-05-0210-3 細形研 (1)薬理 
 
 7. 伊川裕明(1), 澁川義幸, 石原和幸(2), 奥田克爾(2), 鈴木 隆 : P. gingivalis産生cysteine proteinase(gingipain)は骨
芽細胞のCa2+流入チャネルを抑制する, 歯科学報 105(5), 527, 2005.(第 280 回 東京歯科大学学会総会, 千葉市) 
A95-0090-2 細生研 (1)東歯大・学生,(2)微生物 
 
 8. Endoh,T., Aoki,Y., Suzuki,T. : AngiotensinⅡ-induced facilitation of calcium currents involving Src kinase and 
MAPK kinase in rat nucleus tractus solitarius, Abst View Plann 607, 1, 2005.(35th Society for Neuroscience annual 
meeting, Washington DC, USA) A-04-0090-1 
 
  
 9. 遠藤隆行, 鈴木 隆 : ラット脳幹孤束核細胞カルシウムチャネルに対するアンギオテンシン II の Src キナーゼ
MAPK キナーゼ依存性促進作用, Jpn J Physiol 55(Suppl), S123, 2006.(第 82 回日本生理学会大会, 仙台市) 
A-04-0090-1 
 
10. Shibukawa,Y., Okumura,R.(1), Nakagawa,K.(1), Shimono,M.(2), Suzuki,T. : Ca2+ Extrusion Mechanisms via KB-R7943 
Sensitive Na+/Ca2+ Exchangers in Rat Odontoblasts :Ca2+ Extrusion Mechanisms via KB-R7943 Sensitive 
Na+/Ca2+ Exchangers in Rat Odontoblasts, 2006.(Dentin/Pulp Complex Meeting 2005, Dusseldorf, Germany) 
A95-0090-2 細形研,分子生研,細生研 (1)保存I,(2)病理 
 
11. 川口 充(1), 王 久子(1), 澤木康平(1), 坂井隆之(1), 大久保みぎわ(1), Bruce,B.J.(1), 小菅康弘(1), 山根源之(2),
山本 哲, 茂木悦子(3) : 唾液腺の機能診断および検査技術の展開を目的とした基礎的研究－βディフェンシン、
TNFα、シスタチンS、AQP5 の発現について－, 平成 17 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショッ
ププログラムおよび抄録集, 44～45, 2006.(平成 17 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショップ, 千葉市) 
HRC5A13 (1)薬理,(2)市病・オーラルメディシン,(3)矯正 
 
12. 一戸達也(1), 久保浩太郎(1), 佐野 司(2), 新谷益朗(3), 澁川義幸, 加藤元一郎(4), 金子 譲(1) : 口腔の疼痛誘発脳
磁場に関する総合的研究、歯髄神経における電気刺激誘発時の脳磁場応答の観察－歯髄神経内にAβ線維
が存在するか?MEG計測の観点からの検討－, 平成17年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショップ
抄録集, 46～47, 2006.(平成 17 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショップ, 千葉市) A02‐0090‐1 脳科学研 
(1)歯麻,(2)歯放,(3)脳科学研究施設,(4)慶大・医・精神神経 
 
13. 加藤元一郎(1), 加藤 隆(1), 澁川義幸, 新谷益朗(2) : Mirror Neuron Systemの神経基盤－特に精神障害(歯科口腔
外科関連精神疾患を含む)における異常に関する研究－統合失調症群におけるの神経基盤, 平成 17 年度東京
歯科大学口腔科学研究センターワークショップ抄録集, 48～49, 2006.(平成 17 年度東京歯科大学口腔科学研究セン
ターワークショップ, 千葉市) A02‐0090‐1 脳科学研 (1)慶大・医・精神神経,(2)脳科学研究施設 
 
14. 澁川義幸, 加藤元一郎(1), 新谷益朗(2), 加藤 隆(1) : 口腔領域体性感覚とMirror Neuron Systemの統合異常,  平
成 17 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショップ抄録集, 50～51, 2006.(平成 17 年度東京歯科大学口
腔科学研究センターワークショップ, 千葉市) A02‐0090‐1 脳科学研 (1)慶大・医・精神神経,(2)脳科学研究施設 
 
15. 矢島安朝(1), 別所央城(1), 武田栄三(1), 田﨑雅和, 澁川義幸, 柴原孝彦(1) : MEG計測によるヒト口蓋粘膜への電気
刺激による大脳皮質の応答, 平成 17 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショップ抄録集, 58～59, 
2006.(平成 17 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショップ, 千葉市) A02‐0090‐1 脳科学研 (1)口外 
 
  




教  授 木崎 治俊 細胞死の分子機構（Ａ90-0120-1） 
唾液腺オステオポンチンの組織構築および唾液腺における機能解析 
（Ａ02-0120-1） 
助 教 授 冨田友美子 老齢及び肥満における脂質代謝（Ａ88-0120-1） 
歯牙硬組織および唾液，唾液腺の脂質の生理的意義（Ａ89-0120-1） 
 佐藤  裕 口腔レンサ球菌のプラーク定着機構の分子遺伝学的解析（Ａ95-0120-1） 
助  手 山本 康人 口腔レンサ球菌のプラーク定着機構の分子遺伝学的解析（Ａ95-0120-1） 
S. mutans 糖代謝系の鍵酵素であるピルビン酸ギ酸リアーゼ（PFL）の遺伝子
クローニングとその発現調節機構の解析（Ａ95-0120-2） 
 太田 一正 細胞死の分子機構（Ａ90-0120-1） 
唾液腺オステオポンチンの組織構築および唾液腺における機能解析 
（Ａ02-0120-1） 
研究助手 柴山 和子 S. macacaeにおけるgbpC遺伝子ホモログの機能解析 





























かどうかは未知であったが、S. macacae はサルより分離されたミュータンスレンサ球菌であり、S. mutans




の結合性と完全に相関していた。また、この遺伝子ホモログは Streptococcus ratti や Streptococcus 
devrieseiにも存在していることが示された。 
J Oral Biosci 47(2), 171～174, 2005. 















研究施設 所在地 責任者 





東北大・院歯・口腔生化 仙台市 高橋 信博 
 
4．科学研究費補助金・各種補助金 










研究代表者 研究課題 研究費 





佐藤  裕 





















  シンポジウム 
シンポジスト 年月日 演 題 学会名 開催地
佐藤  裕 2005.9.28 齲蝕関連細菌の分子生物学：In 







 6. 教育講演等教育に関する業績 
教育ワークショップ等 
氏 名 年月日 ワークショップ名 役 割 開催地 
佐藤  裕 2005.7.15 平成17年度教育ワークショップ 
歯学における準備教育－物質の科学－ 
作業部会委員長 千葉市 
佐藤  裕 2005.12.3～4 第2回東京歯科大学試験問題作成とセキュリ
ティの確保に関するワークショップ 
参加者 船橋市 
山本 康人 2005.7.15 平成17年度教育ワークショップ 
歯科大学における語学教育 
作業部会委員 千葉市 
山本 康人 2005.12.3～4 第2回東京歯科大学試験問題作成とセキュリ
ティの確保に関するワークショップ 
参加者 船橋市 




論      文 
 
 1. Sato,Y., Okamoto-Shibayama,K., Kagami,A., Yamamoto,Y., Kizaki,H. : Single Nucleotide Polymorphisms (SNPs) 
Detected in the gbpC Gene Coding Region of Streptococcus mutans, J Oral Biosci 47(2), 171～174, 2005. 原著 
A-95-0120-1, HRC5A12, 科学研究費・基盤(C), 土屋文化振興財団助成金 分子生研 
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村松  敬  遺伝子解析ならびにプロテオミクスによる出生前の
歯乳頭に潜在する歯牙形成機構の解明 
文科省科研費・基盤研究(Ｃ)  
村松  敬  口腔癌に対する特異的バイオマーカーの確立  大学院整備重点化経費 研究科特別経
費（研究科分） 
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村松  敬 2005.9.18 Profile of 
Odontogenesis-related 
Genes in Prenatal Dental 
Papilla 
International Symposium of 




村松  敬 2005.9.20 Damege Escaping System 
in the Pulp Cell 
Dentin/Pulp Complex 






氏 名 年月日 ワークショップ名 役 割 開催地 
橋 本 貞 充 2005.7.15 平成 17 年度教育ワークショップ
歯科大学における語学教育 
作業部会委員長 千葉市 
橋 本 貞 充 2006.3.17～18 第 3 回東京歯科大学試験問題作成とセキュ
リテイの確保に関するワークショップ 
参加者 木更津市 




村松  隆 2005.10.22～23 第 1 回東京歯科大学試験問題作成とセキュ
リテイの確保に関するワークショップ 
参加者 船橋市 
嶋  香 織 2005.10.22～23 第 1 回東京歯科大学試験問題作成とセキュ
リテイの確保に関するワークショップ 
参加者 船橋市 
論      文 
 
1. Cui,N. (1) , Nomura,T. (2) , Noma,H. (2) , Yokoo,K. (2) , Takagi,R. (2) , Hashimoto,S., Okamoto,M. (3) , Sato,M. (3) ,
Yu,G.(1), Guo,C.(1), Shibahara,T.(2) : Effect of YM529 on a model of mandibular invasion by oral squamous cell 
carcinoma in mice, Clin Cancer Res 11(7), 2713～2719, 2005. 原著 (1)The First Dept. of Oral and Maxillofac Surg, 
(2)口外,(3)徳島大・歯・口外Ⅱ 
 
 2. 下野正基 : 歯周/Periodontics 歯周組織の再生-クリティカルに考える-, 日顎咬合会誌 25(1-2), 72～77, 2005. 
原著 
 
 3. Shiratori,K., Matsuzaka,K.(1), Koike,Y.(1), Murakami,S.(1), Shimono,M., Inoue,T.(1) : Bone fomation β-tricalcium 
phosphate-filled bone defects of the rat femur:Morphometric analysis and expression of bone related protein 
mRNA, Biomed Res 26(2), 51～59, 2005. 総説 学位論文 (1)臨検査 
 
 4. Kichi,E., Enokiya,Y., Muramatsu,T., Hashimoto,S., Inoue,T.(1), Abiko,Y.(2), Shimono,M. : Cell proliferation, 
apoptosis and apoptosis-related factors in odontogenic keratocysts and in dentigerous cysts, J Oral Pathol Med 
34(5), 280～286, 2005. 総説 学位論文, A79-0160-23 細形研 (1)臨検査,(2)北医療大・歯・口腔病理 
 
 5. Muramatsu,T., Hashimoto,S., Inoue,T.(1), Shimono,M. : Melanotic Schwannoma Arising in the Floor of the Mouth,  
J Maxillofac Surg 63(5), 703～706, 2005. 原著 細形研 (1)臨検査 
 
 6. Matsuki,M., Hashimoto,S., Shimono,M., Murakami,M.(1), Yoshigaki,J.F.(2), Furuyama,S.(2), Sugiya,H.(2) : Involvement 
of aquaporin-5 Water Channel in Osmoregulation in Parotid Secretory Granules, J Membr Biol 203(3), 119～126, 
2005. 総説 学位論文, A75-016-12 細形研 実動施設 (1)自然科学機構,(2)日大・松戸歯・生理 
 
 7. Kim,J.(1), Cho,S.(1), Lee,M.(1), Hwang,H.(1), Lee,J.(1), Lee,S.(1), Muramatsu,T., Shimono,M., Jung,H. : Inhibiton of 
connexin 43 alters shh and Bmp-2 expression patterns in embryonic mouse tongue, Cell Tissue Res 320(3), 409
～415, 2005. 原著 (1)延世大・歯・口腔生物 
 
 8. Ishikawa,H., Hashimoto,S., Tanno,M.(1), Ishikawa,T.(2), Tanaka,T.(3), Shimono,M. : Cytoskeleton and surface stｒ
uctures of cells directly attached to the tooth in the rat junctional epithelium, J Periodontal Res 40(4), 354～363, 
2005. 総説 学位論文, A83-0160-36 細形研 実動施設 (1)保存II,(2)保存III,(3)九大・大学院・硬組織解析 
 
9. Atsuta,I.(1), Yamaza,T.(2), Yoshinari,M.(3), Goto,T.(4), Kido,M.(2), Kagiya,T.(1), Mino,S.(2), Shimono,M., Tanaka,T.(2) : 
Ultrastructural localization of laminin-5 (gamma2 chain) in the rat peri-implant oral mucosa around a 
titanium-dental implant by immuno-electron microscopy, Biomaterials 26(32), 6280～6287, 2005. 原著 (1)九大・
大学院・口腔機能修復,(2)九大・大学院・口腔常態制御,(3)理工,(4)九歯大・頭頚部構造 
 
10. Muramatsu,T., Hamano,H., Ogami,K.(1), Ohta,K.(2), Inoue,T.(3), Shimono,M. : Reduction of osteocalcin expression in 
aged human dental pulp, Int Endod J 38(11), 817～821, 2005. 原著 分子生研 (1)補綴I,(2)生化学,(3)臨検査 
 
11. Okumura,R.(1), Shima,K., Muramatsu,T., Nakagawa,K.(1), Shimono,M., Suzuki,T.(2), Magloire,H.(3), Shibukawa,Y.(2) : 
The odontoblast as a sensory receptor cell? The expression of TRPV1 (VR-1) channels., Arch Histol Cytol 68(4), 
251～257, 2005. 原 著  A95-0090-2 細 形 研 , 分 子 生 研 , 細 生 研  実 動 施 設  (1) 保 存 I,(2) 生 理 ,(3)Laboratoire du 
Developpement des tissus dentaires， EA 1892， IFR 62， Faculte d’Odontologie 
  
12. Tanno,M.(1), Hashimoto,S., Muramatsu,T., Matsuki,M., Yamada,S.(1), Shimono,M. : Differential Localization of 
Laminin γ2 and Integrin β4 in Primary Cultures of the Rat Gingival Epithelium, J Periodontal Res 41(8), 15～
22, 2006. 総説 学位論文 (1)保存II 
 
13. Yoshinari,M.(1), Kato,T.(2), Matsuzaka,K.(3), Hayakawa,T.(4), Inoue,T.(3), Oda,Y.(1), Okuda,K.(2), Shimono,M. : 
Adsorption behavior of antimicrobial peptide histatin 5 on PMMA, J Biomed Mater Res Part B 77(1), 47～54, 
2006. 原著 細形研,分析生研 (1)理工,(2)微生物,(3)臨検査,(4)日大松戸 
 
14. Yoshinari,M.(1), Hayakawa,T.(2), Matsuzaka,K.(3), Inoue,T.(3), Oda,Y.(1), Shimono,M., Ide,T.(4), Tanaka,T.(4) : Oxygen 
plasma surface modification enhances immnobilization of simvastatin acid, Biomed Res 27(1), 29～36, 2006. 原著 
細形研,分子生研,分析生研 (1)理工,(2)日大・松戸歯・生体材料,(3)臨検査,(4)九大・大学院・口腔常態制御 
 
15. Ro,Y.(1), Muramatsu,T., Shima,K., Yajima,Y.(2), Shibahara,T.(1), Noma,H.(1), Shimono,M. : Correlation between 
reduction of sydecan-1 expression and clinico-pahological parameters in sqamous cell carcinoma of tongue, Int J 
Oral Maxillofac Surg 35(3), 252～257, 2006. 原著 (1)口外,(2)千病・口腔インプラント 
 
解      説 
 
1. 奥田克爾(1), 下野正基 : 最新の唾液研究とヘルスプロモーションへの展望 －歯科臨床の中で唾液をどう活用




1. 井上 孝 (1) (a),(l),(o), 中村弘明 (2) (b),(e),(g), 太田一正 (3) (c),(d),(m), 渡邊弘樹 (4) (d),(n), 関口 浩 (5) (f),
大畠 仁(6)(h),(k), 橋本貞充(i),(m),(o), 阿部伸一(7)(j) : 著分担 :病態からみた発生 (a)病態からみた発生序論 
1～7 頁,(b)受精から妊娠 8～12 頁,(c)ES細胞 13 頁,(d)全身の発生 14～19 頁,(e)胚葉形成・神経管形成 20～
21 頁,(f)奇形の原因，遺伝子異常と診断 22～24 頁,(g)顔のイントロダクション、頭頸部の形成 25～27 頁,(h)顔面
の形成と先天異常 28～32 頁,(i)発育性嚢胞の発生 33～34 頁,(j)歯牙の発生、交換、加齢 35～40 頁,(k)歯周
組織の発生と疾患 41～45 頁,(l)歯原性腫瘍、歯原性嚢胞の発生 46～56 頁,(m)歯の発生異常と遺伝子 57～
64 頁,(n)舌・唾液腺、甲状腺の発生 65～68 頁,(o)舌・唾液腺、甲状腺の病態 69～80 頁, 南山堂, 東京, 2005. 
(1)臨検査,(2)生物,(3)生化学,(4)超微構造,(5)小児歯,(6)口外,(7)解剖 
 
 2. Barnes,L.(1), James,S.J.(2), Shimono,M. : 著分担 :Pathology & Genetics Head and Neck Tumours (a)Onoccytic 
carcinoma 235 頁, IARC Press, Lyon, 2005. WHO Classification of Head and Neck Tumours presented in this book 
reflects the views of a Working Group that convened for an Editorial and Consensus Conference in Lyon, France, July 16-19, 
2003 RI研 脳科学研 (1)International Agency for Research on,(2)Dept.of Otolaryngology，Head and Neck Surger 
 
 3. 下野正基編集: 著分担 :スタンダード病理学 (a)循環障害 61～90 頁,(b)炎症 112～140 頁, 学建書院, 東京, 
2005. 
 
 4. 下野正基, 佐野さつき(1), 佐野 司(2), 中村信子(3), S.Knowlton(4) : 共著 :歯科用英語ハンドブック―即戦力のトレ








 1. 奥村礼二郎(1), 下野正基 : 感染に関連した下歯槽神経麻痺とオトガイ神経麻痺：症例報告, Quintessence 24(9), 
165～168, 2005. 翻訳 (1)保存I 
 
 2. 村松 敬, 太田一正(1), 木崎治俊(1) : PART3 唾液のはたらき 3-8 オステオポンチンと唾液, 日歯評論(増刊)   
唾液による健康づくり, 175～178, 2005. (1)生化学 
 
 3. 橋本貞充 : PART3 唾液のはたらき 3-1 唾液はどうやってできるのか?-唾液腺の構造と唾液分泌のメカニズム-, 




 1. Shima,K., Muramatsu,T., Ro,Y.(1), Sazuka,A.(2), Shimono,M. : Expression of osteopontin in oral squamous cell 
carcinoma, Oral Oncology. Supplement 1(1), 157, 2005.(the 10th International Congresson Oral Cancer, Island of 
Crete,Greece) A79-0160-23 細形研 (1)口外,(2)東女医大 口外 
 
 2. 嶋 香織, 橋本貞充, 佐々木穂高, 村松 敬, 榎谷保信, 下野正基 : 腺性歯原性襄胞の 6 例, 日病理会誌 
94(1), 248, 2005.(第 94 回日本病理学会総会, 横浜市) 細形研 
 
 3. 村松 敬, 嶋 香織, 河野葉子(1), 安彦善裕(2), 橋本貞充, 下野正基 : ヒト口腔癌由来細胞におけるsyndecan-1
の役割, 日病理会誌 94(1), 251, 2005.(第 94 回日本病理学会総会, 横浜市) A02-0160-01 細形研,分子生研 (1)昭和
大・歯・口腔病理,(2)北医療大・歯・口腔病理 
 
 4. Ro,Y.(1), Shibahara,T.(1), Muramatsu,T., Shima,K., Shimono,M., Ohta,K.(2), Yajima,Y.(3) : The expression of 
syndecan-1 in human cancer cell line, The46th Journal of the Korean association of oral and maxillofacial 
surgeons Program&Abstracts, 244～245, 2005.(The46th Congress the Korean association of oral and maxillofacial 
surgeons, Kangwon-do,Korea) (1)口外,(2)生化学,(3)千病・口腔インプラント 
 
 5. Yamada,M.(1), Ro,Y.(1), Takeda,E.(1), Shibahara,T.(1), Kokubu,E.(2), Matsuzaka,K.(2), Hashimoto,S. : Cystadenoma 
arising from the upper lip and floor of the mouth, The 46th Journal of the Korean association of oral and 
maxillofacial surgeons, 244, 2005.(The 46th Journal of the Korean association of oral and maxillofacial surgeons, Daemyung 
Vivaldi Park Resort, Korea) (1)口外,(2)臨検査 
 
 6. Sasaki,H., Shima,K., Matsuki,M., Enokiya,Y., Muramatsu,T., Inoue,T.(1), Hashimoto,S., Shimono,M. : Expression of 
laminin-5 integrin-beta4 and syndecan-1 in various type of ameloblastoma, The Korean Journal of Oral and 
Maxillofacial Pathology 29(2), 167, 2005.(2nd Asian Society of Oral Maxillofacial Pathology, Seoul, Korea) 細形研 (1)臨
検査 
 
 7. 片倉 朗(1), 神山 勲(1), 高木 亮(1), 生野貴裕(1), 山田美香(1), 柴原孝彦(1), 村松 敬, 大鶴 洋(2) : 唾液を用いた
口腔癌のスクリーニング検査の開発, 頭頸部癌 31(2), 273, 2005.(第 29 回日本頭頸部癌学会, 東京) (1)口外,(2)東京都 
 
  
 8. 芦澤怜(1), 椎木さやか(1), 武田栄三(1), 内山健志(1), 髙野伸夫(1), 柴原孝彦(1), 嶋 香織, 橋本貞充,松坂賢一(2) : 
ガマ腫を併発した腺房細胞癌の 2 例, 日口腔外会誌 52(1), 40, 2005.(第 179 回日本口腔外科学会関東地方会,   
松戸市) (1)口外,(2)臨検査 
 9. 佐々木穂高, 村松 敬, 太田一正(1), 君塚隆太(2), 橋本貞充, 下野正基 : GeneChipマイクロアレイによるマウス臼
歯歯乳頭・歯髄における遺伝子発現の比較, 歯科学報 105(3), 235, 2005.(第 279 回東京歯科大学学会例会, 千葉
市) A87-0160-40 細形研,分子生研 実動施設 (1)生化学,(2)微生物 
 
10. 衣松高志(1), 丹野光恵(1), 正岡孝康(1), 山田 了(1), 橋本貞充, 下野正基 : レーザーマイクロダイセクション法を用
いたマウス付着上皮におけるlaminin-5 とintegrin-β1,-β4 のmRNA発現について, 歯科学報 105(3), 236, 
2005.(第 279 回東京歯科大学学会例会, 千葉市) 細形研 実動施設 (1)保存II 
 
11. 松崎紘一, 嶋 香織, 村松 敬, 盧 靖文(1), 橋本貞充, 下野正基 : 口腔扁平上皮癌組織におけるosteopontinの
発現について, 歯科学報 105(3), 255, 2005.(第 279 回東京歯科大学学会例会, 千葉市) A79-0160-23 細形研    
(1)口外 
 
12. 衣松高志(1), 丹野光恵(1), 正岡孝康(1), 山田 了(1), 橋本貞充, 下野正基 : マウス上皮細胞におけるlaminin-α
3,-β3,-γ2 およびintegrin-β1,-β4 のレーザーダイセクション法による解析, 日歯周病会誌 47(秋季特別号), 
122, 2005.(第 48 回秋季日本歯周病学会学術大会, 札幌市) 細形研 実動施設 (1)保存II 
 
13. 菅原圭亮(1), 山内智博(1), 椎木さやか(1), 武田栄三(1), 柴原孝彦(1), 野間弘康(1), 橋本貞充, 嶋 香織 : 頸部に発
生した脂肪腫の 1 例, 日口腔外会誌 51(8), 430, 2005.(第 178 回日本口腔外科学会関東地方会, 東京都) (1)口外 
 
14. 橋本貞充 : 分泌に伴う顎下腺腺房のタイト結合および腺腔側膜の構造変化, J Oral Biosci 47(Suppl), 23, 2005.(歯
科基礎医学会学術大会ならびに総会, 仙台市) サテライトシンポジウム A75-0160-6 細形研 実動施設 
 
15. 佐々木穂高, 村松 敬, 太田一正(1), 君塚隆太(2), 山本 仁(3), 鄭翰聖, 橋本貞充, 下野正基 : 出生後のマウス
歯乳頭において発現減少をきたす遺伝子のマイクロアレイによる検索, J Oral Bioci 47(Suppl), 104, 2005.(第 47
回歯科基礎医学会学術大会ならびに総会, 仙台市) A87-0160-40 細形研,分子生研 実動施設 (1)生化学,(2)微生物,   
(3)日大・松戸歯・組織・発生・解剖 
 
16. 榎谷保信, 橋本貞充, 鄭翰聖, 田﨑雅和(1), 井上 孝(2), 安彦善裕(3), 下野正基 : ラット歯根膜細胞におけるメカ
ニカルストレスの影響, J Oral Biosci 47(Suppl), 159, 2005.(第 47 回歯科基礎医学会学術大会ならびに総会 2005, 仙台
市) A86-0160-38 細形研,細生研 実動施設 (1)生理,(2)臨検査,(3)北医療大・歯・口腔病理 
 
17. 太田一正(1), 大越林太郎(1), 村松 敬, 佐藤 裕(1), 木崎治俊(1) : 飢餓マウスの唾液腺におけるAMP-activated 
protein kinase (AMPK) の発現, J Oral Biosci 47(Suppl), 159, 2005.(第 47 回歯科基礎医学会学術大会ならびに総会, 
仙台市) (1)生化学 
 
18. Matsuzaka,K.(1), Yoshinari,M.(2), Shimono,M., Inoue,T.(1) : Behavior of osteoblasts on multi-grooved surface in vitro., 
Joint Meeting of the CED and NDF of the IADR Abstract, 125, 2005.(Joint Meeting of the CED and NDF of the IADR, 
Amsterdam, Netherlands) 細形研 実動施設 (1)臨検査,(2)理工 
 
  
19. 村松 敬, 佐々木穂高, 山本 仁(1), 河野葉子(2), 下野正基 : 出生前の歯乳頭に潜在する歯牙形成遺伝子の解
析 , International Symposium of Maxillofacial & Oral Regenerative Biorogy in OKAYAMA 2005 
Program&Abstracts, 184, 2005.(International Symposium of Maxillofacial & Oral Regenerative Biorogy in OKAYAMA 2005, 
Okayama, Japan) A87-0160-40 細形研,分子生研 実動施設 (1)日大・松戸歯・組織・発生・解剖,(2)昭和大・歯・口腔病理 
 
 
20. Hoshino,M.(1), Shibukawa,Y.(2), Okumura,R.(3), Matsuki,M., Muramatsu,T., Ogiuchi,H.(1), Hashimoto,S., 
Shimono,M. : Expression of tight junction-associated proteins between odontoblasts , Dentin/Pulp Complex 
Meeting2 005 Program, P-6, 2005.(Dentin/Pulp Complex Meeting 2005, Dusseldorf, Germany) 細形研 (1)東女医大・口
外,(2)生理,(3)保存I 
 
21. 大山定男(1), 柿澤 卓(1), 高野正行(1), 高崎義人(1), 秋元善次(1), 桑山真寧(1), 橋本貞充, 嶋 香織 : 右側オトガイ
孔部に発生した外傷性神経腫の 1 例, 日口腔外会誌 51(Suppl), 152, 2005.(第 50 回日本口腔外科学会総会, 大阪
市) (1)口健臨・口外科 
 
22. Yoshinari,M.(1), Matsuzaka,K.(2), Igarashi,T.(1), Inoue,T.(2), Oda,Y.(1), Shimono,M. : Cell behavior in carbon-foam 
scaffold coated with titanium for tissue engineering, Final Program and Abstract Book, 120～121, 2005.(The 8th 
Annual Meeting of Tissue Engineering Society International, Shanghai,China) (1)理工,(2)臨検査 
 
23. 齋藤健介(1), 村松 敬, 嶋 香織, 下野正基, 中川寛一(1) : 神経成長因子による神経細胞の経日的変化, 歯科学
報 105(5), 504, 2005.(第 280 回東京歯科大学学会総会, 千葉市) 細生研 (1)保存I 
 
24. Poveda,M.(1), Matsuki,M., Hashimoto,S., Sakurai,K.(1), Shimono,M. : Expression and localization of 
aquaglyceroporins;AQP3,AQP7,AQU9 in oral epithelium from rats, 歯科学報 105(5), 507, 2005.(第 280 回東京
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回東京歯科大学学会総会, 千葉市) (1)口外,(2)都立大塚病院口腔科Ⅰ,(3)臨検査 
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歯・生理,(2)自然科学研究機構,(3)日大・松戸歯・生理学 
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送経路の透過性とTight Junctionの超微構造変化, 日唾液腺会誌 46, 97～98, 2005.(第 49 回日本唾液腺学会, 東
京) A75-0160-6 細形研 実動施設 (1)自然科学研究機構,(2)基礎生物学研究所,(3)日大・松戸歯・生理 
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研 実動施設 (1)生理,(2)臨検査,(3)北医療大・歯・口腔病理 
 
30. Muramatsu,T., Inoue,T.(1), Shimono,M. : Damege Escaping System in the Pulp Cell, Dentin/Pulp Complex Meeting 
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29(2), 167, 2006.(2nd Asian Society of Oral Maxillofacial Pathology, Seoul,Korea) (1)臨検査,(2)広大病院・臨検,(3)広大・歯・
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Sensitive Na+/Ca2+ Exchangers in Rat Odontoblasts, 2006.(Dentin/Pulp Complex Meeting 2005, Dusseldorf, Germany) 
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北九州市) (1)口健臨・口外科,(2)臨検査 
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戸歯・生理 
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物,(3)国立東京医療センター・口外 
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教  授 奥田 克爾 歯周病原性細菌の研究（Ａ81-0180-2） 
助 教 授 加藤 哲男 歯周病原性細菌に対するモノクローナル抗体の作製（Ａ83-0180-1） 
 石原 和幸 歯周病原性菌の遺伝学的研究（Ａ89-0180-1） 
助  手 山中あゆみ 歯周病原性Porphyromonas gingivalisの付着因子の解析（Ａ92-0180-1） 
 君塚 隆太 Actinobacillus actinomycetemcomitansの溶血活性に関する研究 
（Ａ93-0180-1） 
研究助手 宮地 弘治 Porphyromonas gingivalis Arg‐Gingipain A DNA vaccineによる防御性抗体
の誘導 
 宮本  暦 Treponema denticolaの表層に存在するdentilisinのサイトカインに対する
影響の解析 
大学院生 阿部  修 口腔ケアと気道感染症予防に関する研究 
 山本 勇人 乳酸菌vectorによるPorphyromonas gingivalisに対するsIgAの誘導 
















HIV のエンベロープ gp160 タンパク(Ad5/25-HIV)gene を複製が出来ないようにしたアデノウイルス type 5 
(Ad5) vectorに発現させたDNA ワクチンは、rhesus monkeysならびにBALB/c miceの実験動物にHIVに対す
る特異抗体産生を誘導した。このAd5/35-HIV DNAワクチンの両実験動物への追加免疫は、その後のHIV感染
を対照群に比べ有意に低下させた。HIV Env gp160をAd5 に組み込んだDNAワクチンは、臨床応用可能である
ことを示唆した。 
Gene Ther 12(24), 1769〜1777, 2005. 
 









Geroodontol 23(2), 123～126, 2006． 
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石原 和幸 口腔スピロヘータの定着 
メカニズムの解析 
Dental Research 
Institute, Faculty of 
Dentistry, 
University of Toronto
Toronto, Canada R. Ellen 
学外研究施設 
担当者 研究課題 
研究施設 所在地 責任者 
加藤 哲男 唾液タンパクシスタチンの 機能
解析 
新潟工科大学 新潟市 斎藤 英一 
 
4．科学研究補助金・各種補助金 
研究代表者 研究課題 研究費 
奥田 克爾 歯周病原菌は ApoE ノックアウトマウスの動脈
硬化誘発性サイトカイン産生を起こすか 
文科省科研費・基盤研究(Ｂ) 































演 者 年月日 演 題 学会名 開催地 















シンポジスト 年月日 演 題 学会名 開催地 
石原 和幸 2005.4.4 歯周病原細菌の循環障害への関わり 第78回日本細菌学会総会 東京 
石原 和幸 2005.11.26 Treponema denticola 由来デンティ
リシン 
53rd Annual meeting of 
Japanese Association 
for Dental Research 
岡山市 










講演者 年月日 演 題 学会・研究会名 開催地 
奥田 克爾 2005.5.22 ストレス解消と健康 福祉の美浜区を作る会 千葉市 
奥田 克爾 2005.6.25 命さえ狙う口腔内バイオフィルム 東京歯科大学 
信越同窓会 
新潟市 
奥田 克爾 2005.9.18 健康を脅かす口腔細菌 日本歯科衛生士会 
感染予防講習 
大阪市 
奥田 克爾 2005.10.2 口腔疾患と全身疾患をめぐる研究
の流れ 
愛知県保険医協会 名古屋市
奥田 克爾 2005.10.10 PMTC のためのバイオフィルムの基
礎知識 
臨床歯周病学会 東京 





奥田 克爾 2005.10.30 歯科医療現場における感染予防 日本歯科技工士会講習会 高松市 
奥田 克爾 2005.11.27 歯科医療現場における感染予防 日本歯科技工士会講習会 津市 
奥田 克爾 2005.12.3 ペリオドンタル・メディシン 東京都歯科医師会学術
講演 
東京 
奥田 克爾 2005.12.18 口腔微生物と全身疾患 銚子市歯科医師会学術
講演 
銚子市 
奥田 克爾 2006.1.28 歯科医療現場における感染予防 日本歯科技工士会講習
会 
山形市 
奥田 克爾 2006.2.16 口腔内細菌の水平感染・垂直感染 日本矯正歯科医会セミ
ナー 
東京 
加藤 哲男 2005.4.2 バイオフィルムで交わされる細菌
間コミュニケーション 
女医の会主催講習会 東京 
加藤 哲男 2005.6.11 歯周病と全身の健康 シニア電動歯ブラシ体
験会講演 
東京 
加藤 哲男 2005.7.11 全身の健康をむしばむ歯周病 ジレットプレスセミナー 東京 
講演者 年月日 演 題 学会・研究会名 開催地 
石原 和幸 2005.11.12 ホントは怖い口腔細菌 須高地区 歯の健康を
守る住民の集い 
小布施町





石原 和幸 2005.11.13 バイオフィルム感染症と細菌検査 <<新潟県歯>>歯科医学大
会・新潟県歯公開セミナー 
新潟市 







講演者 年月日 ワークショップ名 役割 開催地 
加藤 哲男 2005.7.15 平成17年度教育ワークショップ 
歯科大学における語学教育 
作業部会委員 千葉市 


















氏 名 年月日 種  別 役  割 開催地 
石原 和幸 2006.2.9 平成17年度第4学年CBT 試験実施委員 千葉市 
石原 和幸 2006.3.8 平成17年度第4学年CBT追･再試 試験実施委員 千葉市 
 
論      文 
 
 1. Okumura,S., Kashiwakura,J.(1), Tomita,H.(1), Matsumoto,K.(1), Nakajima,T.(1), Saito,H.(1), Okayama,Y.(1) : 
Identification of specific gene expression profiles in human mast cells mediated by Toll-like receptor 4 and Fcε
RI, Blood 102(7), 2547～2554, 2003. 原著 平成 15 年度分 (1)RIKEN Yokohama Institute 
 
 2. 奥田克爾, 君塚隆太, 阿部 修, 加藤哲男, 石原和幸, 西條みのり(1) : 口腔ケアによる誤嚥性肺炎予防, 歯科学
報 105(2), 129～137, 2005. 総説 A81-0180-2, HRC5A01, HRC5A04 分子生研,細生研 実動施設 (1)歯麻 
 
 3. Yonezawa,H., Kato,T., Kuramitsu,H.K.(1), Okuda,K., Ishihara,K. : Immunization by arg-gingipain A DNA vaccine 
protects mice against Porphyromonas gingivalis infection through regulation of interferon-γ production, Oral 
Microbiol Immunol 20(4), 259～266, 2005. 原著 分子生研 実動施設 (1)SUNY at Buffalo 
 
 4. 前田 亮(1), 石原和幸, 穂坂康朗(1), 中川種昭(1) : 歯周病関連細菌に対する各種抗菌剤の抗菌力について, 日歯
周病会誌 47(3), 146～152, 2005. 原著 (1)慶大・医・歯口外 
 
 5. 奥田克爾 : 健康破綻に関わる口腔内バイオフィルム, 日歯医師会誌 58(3), 225～234, 2005. 総説 A81-0180-2 
 
6. Xin,K.(1), Jounai,N.(1), Someya,K.(2), Honma,K., Mizuguchi,H.(3), Naganawa,S.(1), Kitamura,K.(1), Hayakawa,T.(3), 
Saha,S.(1), Takeshita,F.(1), Okuda,K., Honda,M.(2), Klinman,D.M.(4), Okuda,K.(1) : Prime-boost vaccination with 
plasmid DNA and a chimeric adenovirus type 5 vector with type 35 fiber induces protective immunity against HIV, 
Gene Therapy 12, 1769～1777, 2005. 原著 (1)横浜市大・医,(2)感染研,(3)医薬基盤研,(4)US Food and Drug 
Administration 
 
 7. Okuda,K., Kimizuka,R., Abe,S., Kato,T., Ishihara,K. : Involvement of periodontopathic anaerobes in aspiration 
pneumonia, J Periodontol 76(11 Suppl.), 2154～2160, 2005. 総説 A81-0180-2, HRC5A01, HRC5A04 細形研,分子生
研,細生研 実動施設 
 
 8. Yoshinari,M.(1), Kato,T., Matsuzaka,K.(2), Hayakawa,T.(3), Inoue,T.(2), Oda,Y.(1), Okuda,K., Shimono,M.(4) : 
Adsorption behavior of antimicrobial peptide histatin 5 on PMMA, J Biomed Mater Res Part B 77(1), 47～54, 
2006. 原著 細形研,分析生研 (1)理工,(2)臨検査,(3)日大松戸,(4)病理 
 
 9. Nakagawa,T.(1), Hosaka,Y.(1), Ishihara,K., Hiraishi,T.(2), Sato,S.(3), Ogawa,T.(3), Kamoi,K.(3) : The efficacy of 
povidone-iodine products against periodontopathic bacteria, Dermatology 212(Suppl 1), 109～111, 2006. 原著 
(1)慶大・医・歯口外,(2)明治製菓,(3)日歯大・歯周病 
 
10. Kato,T., Kaneko,S.(1), Kimizuka,R., Okuda,K. : Periodontopathic bacterial endotoxin-induced tumor necrosis factor 
α production was inhibited by exercise in mice, FEMS Immunol Med Microbiol 47(2), 262～266, 2006. 原著 
A83-0180-1, HRC5A04 分子生研 実動施設 (1)東歯大・学生 
 
11. Tachibana,M.(1), Yoshida,A.(1), Ansai,T.(1), Takata,Y.(2), Akifusa,S.(1), Fukuhara,M.(2), Hamasaki,T.(1), Okuda,K., 
Takehara,T.(1) : Prevalence of periodontopathic bacteria on the tongue dorsum of elderly people,Gerodontology 
23(2), 123～126, 2006. 原著 (1)九歯大・保健医療,(2)九歯大・内科 
 
  
12. 加藤哲男, 高橋尚子, 水口 清 (1) , 斎藤英一 (2) , 宝田恭子 (3) , 奥田克爾 : 口腔保健への天然物利用,
日歯医学会誌 25, 82～86, 2006. 原著 A83-0180-1, HRC5A04 細形研,分子生研,細生研 (1)法歯,(2)新潟工大,   
(3)東京 
 
13. 宮地弘治, 石原和幸, 君塚隆太, 加藤哲男, 奥田克爾 : Porphyromonas gingivalis Arg-gingipain A DNA vaccine
による防御性抗体誘導, 消と免疫 42, 42～44, 2006. 原著 分子生研,細生研 実動施設 
 
解      説 
 
 1. 奥田克爾, 下野正基(1) : 最新の唾液研究とヘルスプロモーションへの展望 ―歯科臨床の中で唾液をどう活用す
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4．科学研究費補助金・各種補助金 
研究代表者 研究課題 研究費 




川口  充 個体レベルの唾液腺機能解析のための siRNA と
超音波を応用した遺伝子抑制法の開発 
文科省科研費・萌芽研究 




















 年月日 学会名 開催地
川口  充 2005.4.16 第6回唾液腺機能診断・回復を目的とした若手研究者の集い(YDRS） 東京 
 
主催セミナー 





2005.4.15 Salivary glands as a potential 
target tissue for gene 
therapeuticsofsystemic single 
protein deficiency disorders 
オープンセミナー 千葉市
 
  シンポジウム   
オーガナイザー 年月日 演 題 学会名 開催地 
川口 充 2006.3.9 性差医療とくすり 第79回日本薬理学会年会 横浜市 




シンポジスト 年月日 演 題 学会名 開催地 
川口 充 2006.3.10 Marker protein of salivary glands 
and functional diagnosis 
第79回日本薬理学会年会 横浜市 
渡邉  正人 2006.3.10 Diabetic stress and protective 




氏 名 年月日 ワークショップ名 役 割 開催地 
澤木 康平 2005.7.15 平成17年度教育ワークショップ 
歯学における準備教育-物質の科学- 
作業部会委員 千葉市 
澤木 康平 2005.10.22～23 第1回東京歯科大学試験問題作成とセキュ
リテイの確保に関するワークショップ 
参加者 船橋市 










論      文 
 
 1. Mimura,T., Yazaki,K., Sawaki,K., Ozawa,T.(1), Kawaguchi,M. : Hydroxyl radical scavenging effects of guaiacol used 
in traditional dental pulp sedation:Reaction kinetic study, Biomed Res 26(4), 139～145, 2005. 原著 A-95-0210-1 
(1)放医研 
 
 2. Yoshikawa,M.(1), Andoh,H.(2), Ito,K.(3), Suzuki,T.(3), Kawaguchi,M. : Acute treatment with morphine augments the 
expression of serine racemase and D-amino acid oxidase mRNAs in rat brain, Eur J Pharmacol 525(1-3), 94～97, 
2005. 原著 A-05-0210-6 (1)東海大・医・薬理,(2)東海大・医・精神科学,(3)東海大・医・麻酔 
 
解      説 
 
1. 池田正弘 (1) , 大浦 清 (2) , 笠島信也 (1) , 坂上 宏 (3) , 佐藤田鶴子 (4) , 澤木康平, 下村博武 (1) , 鈴木長明 (1) ,






1. 佐藤 裕 (1) , 見明康雄 (2) , 吉成正雄 (3) , 田﨑雅和 (4) , 望月隆二 (5) , 澤木康平, 西川慶一 (6) , 宮下有恒 (7) ,
武藤由剛(8), 武本真治(3) : 歯学における準備教育－物質の科学－, 平成 17 年度教育ワークショップ報告書,  
25～40, 2005. (1)生化学,(2)超微構造,(3)理工,(4)生理,(5)物理,(6)歯放,(7)補綴III,(8)保存III 
 
 2. 川口 充 : 唾液による生体防御機構に関する研究 「唾液腺の機能診断および検査技術の展開を目的とした基礎
的研究－病態生理機構とタンパク発現の変動－」, 平成 13 年度～平成 17 年度私立大学学術研究高度化推進




 1. Yoshikawa,M.(1), Ando,H.(1), Kawaguchi,M., Hashimoto,A.(1), Kobayashi,H.(1), Oka,T.(1) : Specific and non-specific 
effect of antisense-oligo on the mRNA expressionin rat brain, The 6th Young Researchers Meeting for Diagnosis 
and Recovery of Function in Salivary Gland program, 10～11, 2005.(The 6th Young Researchers Meeting for Diagnosis 
and Recovery of Function in Salivary Gland, Tokyo, Japan) A-05-0210-6 (1)東海大・医・薬理 
 
 2. Shinomiya,T., Kawaguchi,M., Sakai,T., Yoshikawa,M.(1) : Comparison of the rat cytokines mRNA among the rat three 
major salivary glands, The 6th Young Researchers Meeting for Diagnosis and Recovery of Function in Salivary 
Gland program, 12, 2005.(The 6th Young Researchers Meeting for Diagnosis and Recovery of Function in Salivary Gland, 
Tokyo, Japan) HRC5A13、A-03-0210-1 分子生研 (1)東海大・医・薬理 
 
 3. Kosuge,Y., Ishige,K.(1), Ito,Y.(1) : S-allyl-L-cysteine selectively protects from endoplasmic reticulum 
stress-induced neuronal death, The 6th Young Researchers Meeting for Diagnosis and Recovery of Function in 
Salivary Gland program, 13, 2005.(The 6th Young Researchers Meeting for Diagnosis and Recovery of Function in Salivary 
Gland, Tokyo, Japan) (1)日大・薬・薬理 
 
  
 4. 四宮敬史, 川口 充, 坂井隆之, 吉川正信 : ラット唾液腺におけるマーカープロテインの検索, 歯科学報 105(3), 
252, 2005.(第 279 回東京歯科大学学会例会, 千葉市) HRC5A13 
 
 5. 坂井隆之, 川口 充, 澤木康平, 大久保みぎわ, 四宮敬史 : ラクトフェリン酵素分解産物の口腔扁平上皮癌細胞
へのアポトーシス誘導, 歯科学報 105(3), 253, 2005.(第 279 回東京歯科大学学会例会, 千葉市) A-04-0210-1 RI 研 
 
 6. Hashimoto,A.(1), Yoshikawa,M.(1), Andoh,E.(1), Yano,H.(1), Matsuki,H.(1), Kawaguchi,M., Oka,T.(1) : Effects of MK-801 
on the gene expression of serine racemase and D-amino acid oxidase and on the D-serine levels in rat brain,   
神経化学 44(2-3), 179, 2005.(第 48 回日本神経化学会大会, Fukuoka, Japan) (1)東海大・医・薬理 
 
7. 澤木康平, 坂井隆之, 大久保みぎわ, 小菅康弘, 四宮敬史, 宮尾真理子 (1) , 山﨑貴希 (1) , 剣持正浩 (1) ,
金子 譲(1), 一戸達也(1) : LC/MSを用いた塩酸ロピバカイン血中濃度測定の検討, 歯科学報 105(5), 501, 
2005.(第 280 回東京歯科大学学会総会, 千葉市) A-05-0210-3 生素研 実動施設 (1)歯麻 
 
 8. 小菅康弘, 山本 哲(1), 川口 充 : レーザー・マイクロダイセクション法による領域特異性タンパク質の解析, 歯科
学報 105(5), 503, 2005.(第 280 回東京歯科大学学会総会, 千葉市) A-05-0210-3 細形研 (1)生理 
 
 
 9. 大久保みぎわ, 川口 充, 坂井隆之, 澤木康平, 小菅康弘, 四宮敬史 : ラット耳下腺腺房細胞に対する百日咳
毒素処理方法の検討, 日薬理誌 126(4), 2P, 2005.(第 112 回日本薬理学会関東部会, 東京) 
 
10. 澤木康平, 坂井隆之, 大久保みぎわ, 小菅康弘, 四宮敬史, 川口 充 : LC/MS を用いた塩酸ロピバカインの血
中濃度測定, 臨薬理 36(Suppl), S165, 2005.(第 26 回日本臨床薬理学会年会, 別府市) 実動施設 
 
11. Imai,T.(1), Kosuge,Y., Ishige,K.(1), Ito,Y.(1) : Amyloid β-protein potentiates ER stress-induced neuronal death in 
organotypic hippocampal slice cultures, The 3rd Takeda Science Foundation Symposium on PhramaSciences 
Program and Abstracts, 77, 2005.(The 3rd Takeda Science Foundation Symposium on PharmaSciences, Tokyo, Japan)   
(1)日大・薬・薬理 
 
12. 大久保みぎわ, 川口 充, 坂井隆之, 澤木康平, 四宮敬史 : ラット耳下腺腺房細胞におけるベンゾジアゼピン類
によるCa2+流入経路の特徴, 歯薬物療 24(3), 139, 2005.(第 24 回日本歯科薬物療法学会, 東京) 
 
13. 澤木康平, 川口 充, 坂井隆之, 大久保みぎわ, 四宮敬史 : 塩酸ロピバカインの血中濃度測定 LC/MS を用いた
測定条件の検討, 日薬理誌 127(1), 4P, 2006.(第 113 回日本薬理学会関東部会, 千葉市) A-05-0210-3 生素研 実動施設 
 
14. 四宮敬史, 川口 充, 坂井隆之, 小菅康弘, 吉川正信 : LPS 誘導性βディフェンシン発現に及ぼすジアゼパムの
効果, 日薬理誌 127(1), 4P, 2006.(第 113 回日本薬理学会関東部会, 千葉市) 
 
15. 坂井隆之, 川口 充, 澤木康平, 大久保みぎわ, 四宮敬史 : 口腔扁平上皮癌細胞における細胞障害抵抗性に




16. 川口 充, 王 久子, 澤木康平, 坂井隆之, 大久保みぎわ, Bruce,B.J., 小菅康弘, 山根源之(1), 山本 哲(2),
茂木悦子(3) : 唾液腺の機能診断および検査技術の展開を目的とした基礎的研究－βディフェンシン、TNFα、
シスタチンS、AQP5 の発現について－, 平成 17 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショッププログ
ラムおよび抄録集, 44～45, 2006.(平成 17 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショップ, 千葉市) HRC5A13 
(1)市病・オーラルメディシン,(2)生理,(3)矯正 
 
17. 小菅康弘, 今井 徹(1), 川口 充, 石毛久美子(1), 伊藤芳久(1) : 海馬神経細胞の領域選択的脆弱性における小胞
体ストレスの関与, 第 126 年会日本薬学会要旨集, 127, 2006.(第 126 年会日本薬学会, 仙台市) (1)日大・薬・薬理 
 
18. 今井 徹(1), 小菅康弘, 石毛久美子(1), 伊藤芳久(1) : 海馬切片培養系における小胞体ストレス及びNMDAアゴニス
ト誘発細胞死に対するアミロイドβ-ぺプチドの細胞死増強機構の検討, 第 126 年会日本薬学会要旨集, 129, 
2006.(第 126 年会日本薬学会, 仙台市) (1)日大・薬・薬理 
 
19. Watanabe,M., Izumi,M.(1), Kawaguchi,M., Yamagishi-Wang,H., Okubo,M. : Diabetic stress and protective function 
in salivary gland, J Pharmacol Sci 100(Supple 1), 57P, 2006.(The 79th Annual Meeting of The Japanese Pharmacological 
Society, Yokohama, Japan) (1)矯正 
 
20. Kawaguchi,M., Shinomiya,T., Yoshikawa,M.(1), Kosuge,Y. : Marker protein of salivary glands and functional diagnosis, 
J Pharmacol Sci 100(Supple 1), 57P, 2006.(The 79th Annual Meeting of The Japanese Pharmacological Society, Yokohama, 
Japan) (1)東海大・医・薬理 
 
21. Yoshikawa,M.(1), Hashimoto,A.(1), Kobayashi,H.(1), Kawaguchi,M., Oka,T.(1) : The cronic morphine treatment 
increases the contents of D-serine in rat brain by regulating the mRNA and protein expressions of serine 
recaemase and D-amino acid oxidase, J Pharmacol Sci 100(Supple 1), 70P, 2006.(The 79th Annual Meeting of The 
Japanese Pharmacological Society, Yokohama, Japan) 細形研 (1)東海大・医・薬理 
 
22. Kosuge,Y., Kawaguchi,M., Sawaki,K. : Immunohistochemical study of the GABAergic system in the mechanism of 
salivary secretion, J Pharmacol Sci 100(Supple 1), 87P, 2006.(The 79th Annual Meeting of The Japanese 
Pharmacological Society, Yokohama, Japan) 細形研 
 
23. Imai,T.(1), Kosuge,Y., Ishige,K.(1), Ito,Y.(1) : Characterization of neurotoxicity induced by amyloid β-peptide and 
tunicamycin in organotypic hippocampal slice cultures, J Pharmacol Sci 100(Supple 1), 154P, 2006.(The 79th 
Annual Meeting of The Japanese Pharmacological Society, Yokohama, Japan) (1)日大・薬・薬理 
 
24. Sakai,T., Kawaguchi,M., Sawaki,K., Okubo,M., Kosuge,Y., Shinomiya,T. : Implication of Phospolipase D1 in cell 
survival against pepsin-digested lactoferrin peptide(s)-induced apoptotic cell death in oral squamous cell 
carcinoma, J Pharmacol Sci 100(Supple 1), 180P, 2006.(The 79th Annual Meeting of The Japanese Pharmacological 
Society, Yokohama, Japan) 
 
25. Takahashi,S.(1), Yoshikawa,M.(1), Andoh,H.(1), Ito,K.(1), Suzuki,T.(1), Kawaguchi,M., Kobayashi,H.(1), Oka,T.(1), 
Hashimoto,A.(1) : The acute treatment of morphine augments the expression of serine racemase and D-amino acid 
oxidase mRNAs in rat brain, J Pharmacol Sci 100(Supple 1), 194P, 2006.(The 79th Annual Meeting of The Japanese 
Pharmacological Society, Yokohama, Japan) HRC5A13 (1)東海大・医・薬理 
 
  
26. Osada,N.(1), Kosuge,Y., Ishige,K.(1), Ito,Y.(1) : Increased endoplasmic reticulum stress in the hippocampus of 
apolipoprotein E-deficient mice after cerebral ischemia and reperfusion, J Pharmacol Sci 100(Supple 1), 261P, 
2006.(The 79th Annual Meeting of The Japanese Pharmacological Society, Yokohama, Japan) (1)日大・薬・薬理 
 
  




教  授 小田  豊 歯科用合金の電気化学的耐食性に関する研究（Ａ95-0240-1） 
歯科材料製品の物性調査と改良研究（Ａ98-0240-1） 
助 教 授 河田 英司 口腔内雰囲気における合着材，充填材の機械的諸性質について（Ａ83-0240-8）
高濃度過酸化水素による生活歯漂白の是非（Ａ02-0240-1） 
 吉成 正雄 セラミックス薄膜形成技術による金属表面改質（Ａ83-0240-7） 
Tissue Engineering用Scaffoldの生体機能化（Ａ02-0240-2） 
Tissue Engineeringによる顎骨再生（Ａ05-0240-1） 
講  師 服部 雅之 歯科鋳造用Ti-Cu合金の開発（Ａ99-0240-1） 
助  手 武本 真治 Ti系合金の口腔環境下での界面反応の解明（Ａ03-0240-1） 
大学院生 牛込 利彰 漂白剤の歯牙への浸透過程の究明（Ａ04-0240-1） 
 河野  敬 ファイバー補強型ポストによる残存歯質強化に関する力学的検討 
（Ａ05-0240-2） 
専 攻 生 野口 竜実 歯科材料製品の物性調査と改良研究（Ａ98-0240-1） 





































の吸着量を増加させ、結果的に C. albicansの増殖を阻害することが明らかとなった。 


















J Biomed Mater Res B 73(2), 271～276, 2005. 
J Oral Tissue Eng 3(1), 17～24, 2005. 
Biomaterials 26(32), 6280～6287, 2005. 

































研究施設 所在地 責任者 




































仙台市 木村 一道 
 
4．科学研究費補助金・各種補助金 
研究代表者 研究課題 研究費 
小田  豊 歯科用チタン合金の EQCA（マイクロバランス）
による腐食・変色評価 
文科省科研費・基盤研究(Ｂ) 




















武本 真治 生体分子修飾によりチタンは防食可能か？ 文科省科研費・若手研究(Ｂ) 






受賞者名 年月日 賞 名 テーマ 学会・団体名
武本 真治 2005. 7.12 平成17年度 
東京歯科大学学長奨励研究賞
Corrosion behavior and 
surface characterization of 
titanium in solution 















   
シンポジウム 
シンポジスト 年月日 講演演題 学会・研究会名 開催地
小田  豊 2005.11.24 歯科理工学と歯科保存学の接点 日本歯科保存学会50周年
記念大会 
東京 













講演者 年月日 演 題 学会・研究会名 開催地
小田  豊 2005.11.30 「Research Topics of Dental 
Materials｣ 
第 24 回 IADR 韓国部会
（KADR）年次大会 
Seoul 
吉成 正雄 2005.6.2 電気化学的腐食測定法からみる歯科用
合金の耐食性 
昭和歯学会セミナー 東京 













講演者 年月日 演 題 学会・研究会名 開催地
小田  豊 2005.12.19 シラバスとは？ 第 48 回歯科医学教
育セミナー 
千葉市





河田 英司 2005.9.26 特色GP，現代GPについて 第 45 回歯科医学教
育セミナー 
千葉市
河田 英司 2005.10.31 特色GP，現代GPの課題募集 第 46 回歯科医学教
育セミナー 
千葉市
河田 英司 2005.12.19 Webシラバスシステムについて 第 48 回歯科医学教
育セミナー 
千葉市
河田 英司 2006.2.16 この仮封材が一番？ 東京医科歯科大学 東京 




  教育ワークショップ等 
氏 名 年月日 ワークショップ名 役 割 開催地















小田  豊 2005.10.22～23 第 1 回東京歯科大学試験問題作成とセキ
ュリティの確保に関するワークショップ 
運営委員 船橋市
小田  豊 2005.12.3～4 第 2 回東京歯科大学試験問題作成とセキ
ュリティの確保に関するワークショップ 
運営委員 船橋市
小田  豊 2006.3.17～18 第 3 回東京歯科大学試験問題作成とセキ
ュリティの確保に関するワークショップ 
運営委員 木更津市
河田 英司 2005.5.21～22 第 17 回東京歯科大学カリキュラム研
修ワークショップ 
タスクフォース 千葉市








氏 名 年月日 ワークショップ名 役 割 開催地
河田 英司 2005.9.17～18 茨城県歯科医師会歯科医師臨床研修
指導者講習会 
タスクフォース 水戸市
河田 英司 2005.10.17 平成 17 年度「特色ある大学教育支援
プログラム」フォーラム
ポスター発表 横浜市
河田 英司 2005.10.22～23 第 1 回東京歯科大学試験問題作成とセキ
ュリティの確保に関するワークショップ 
運営委員 船橋市
河田 英司 2005.11.19～20 第 19 回東京歯科大学カリキュラム研
修ワークショップ 
タスクフォース 千葉市
河田 英司 2005.11.23 平成 17 年度「特色ある大学教育支援
プログラム」フォーラム
ポスター発表 京都市
河田 英司 2005.12.3～4 第 2 回東京歯科大学試験問題作成とセキ
ュリティの確保に関するワークショップ 
運営委員 船橋市
河田 英司 2006.3.4 平成17年度「現代GPフォーラム」 ポスター発表 東京 





吉成 正雄 2005.7.15 平成17年度教育ワークショップ 
歯学における準備教育-物質の科学- 
作業部会委員 千葉市












武本 真治 2005.7.15 平成17年度教育ワークショップ 
歯学における準備教育-物質の科学- 
作業部会委員 千葉市







氏 名 年月日 種 別 役 割 開催地 
小田   豊 2006.2.9 平成17年度第4学年CBT 運営委員 千葉市 
小田   豊 2006.2.26 平成17年度第4学年OSCE 運営副委員長 千葉市 
氏 名 年月日 種 別 役 割 開催地 



















河田 英司 2006.1.24～25 昭和大学歯学部 
平成17年度第4学年CBT 
モニタリング委員 東京 
河田 英司 2006.2.9 平成17年度第4学年CBT 運営委員 千葉市 
河田 英司 2006.2.26 平成17年度第4学年CBT 実施責任者 千葉市 
河田 英司 2006.3.8 平成17年度第4学年CBT追・再試験 運営委員 千葉市 
服部 雅之 2006.2.9 平成17年度第4学年CBT 試験実施委員 千葉市 
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HRC5A10 細形研,細生研,分析生研 (1)臨検査 
 
30. Takemoto,S., Hattori,M., Yoshinari,M., Kawada,E., Oda,Y. : Ti-Cr casting alloys corrosion resistance to fluoride ,  
J Dent Res 85(Special Issue A), #0041, 2006.(The 35th Annual Meeting & Exhibition of the AADR, Orlando, USA) 
CD-ROM, 科研費若手(B)17791413 細形研,保情研,細生研,分析生研,生素研 
 
31. 小田 豊, 下野正基(1), 佐藤 亨(2), 村松 敬(1), 松坂賢一(3), 三宅菜穂子(4), 服部雅之, 高橋 賢(5),太 田
一正(6) : 唾液腺房細胞の活性化の機序に及ぼすレーザーの影響, 平成17年度東京歯科大学口腔科学研究セ
ンターワークショッププログラムおよび抄録集, 21～22, 2006.(平成 17 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワーク
ショップ, 千葉市) HRC5A03 細形研,分子生研 (1)病理,(2)補綴II,(3)臨検査,(4)口健臨・補綴科,(5)保存III,(6)生化学 
 
32. 井上 孝 (1) , 松坂賢一 (1) , 下野正基 (2) , 吉成正雄, 田﨑雅和 (3) , 山田 了 (4) , 久保周平 (5) , 関根秀志 (6) ,
茂木悦子(7), 矢島安朝(8), 新谷益朗(9), 石崎 憲(10) : 唾液検査とオーダーメード治療, 平成 17 年度東京歯科大




33. 吉成正雄, 井上 孝(1), 松坂賢一(1), 阿部伸一(2), 見明康雄(3), 柴原孝彦(4), 加藤哲男(5),平山明彦(6) : 唾液タンパ
ク質の吸着特性を制御した生体新素材の開発, 平成 17 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショッ
ププログラムおよび抄録集, 36～38, 2006.(平成 17 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショップ, 千葉市) 
HRC5A10 細形研,細生研,分析生研,生素研 (1)臨検査,(2)解剖,(3)超微構造,(4)口外,(5)微生物,(6)ＲＩ研 
 
34. 小田 豊 : 歯科理工学と保存学の接点, 日本歯科保存学会 50 周年記念誌, 94～96, 2006.(日本歯科保存学会 50
周年記念大会 2005 年度秋季学術大会, 東京) シンポジウム 
 
  




教  授 松久保 隆 咬合咀嚼機能の客観的および主観的評価に関する研究（Ａ92-0260-4） 
全身機能にかかわる口腔機能（咬合・咀嚼）の解析 
口腔保健情報のデータベース構築とその活用（Ａ92-0260-5） 




名誉教授 高江洲義矩 フッ化物の許容濃度に関する研究（Ａ87-0260-3） 
客員教授 山中すみへ 歯科用素材の安全性評価に関する研究（Ａ91-0260-1，Ａ91-0260-3） 
講  師 須山 祐之 歯科診療における環境改善に関する研究（Ａ84-0260-2） 
 杉原 直樹 老年者の歯科保健に関する研究（Ａ88-0260-1） 












































































































 精神障害者の口腔環境の実態とその対応，障害歯誌 26(2)，133～144，2005． 
 精神障害者（統合失調症）者の口腔環境・機能の実態と口臭，障害歯誌 26(2)，153～161，2005． 










研究施設 所在地 責任者 
松久保 隆 日本および韓国の口腔保健 状態の
比較研究 
延世大学歯学部 韓国 Prof.Kwon 
and Kim Baek IL
松久保 隆 食品の酸産生能評価 延世大学歯学部 韓国 Prof.Kwon 
and Kim Baek IL





















眞木 吉信 フッ化物応用と地域歯科保健 ヤンゴン大学歯学部 Myanmar Mya Thou 














菅野  純 
 
中村 康則 
山中すみへ 危険物の海上輸送に関する調査研究 日本海事検定協会 東京 八十川欣勇 
須山 祐之 空中浮遊微生物除去及び防止性能評
価法プロジェクト 
室内環境学会 つくば市 柳沢 幸雄 
古賀  寛 フッ化物の代謝に関する研究 国立健康・栄養研究所 東京 西牟田 守 




東京 前田 晃嗣 
山岸  敦 
 
4．科学研究費補助金・各種補助金  













































氏 名 年月日 ワークショップ名 主 催 役割 開催地
眞木 吉信 2005.4. 8 Fluoride Toothpaste 








眞木 吉信 2005.10.14～15 歯科衛生士専任教員講習会
Ⅴ 
全国歯科衛生士教育協議会 タスクフォース 新潟市
















演 者 年月日 研究会名 主催 開催地
松久保 隆 
（主催） 
2005.8.28～29 第2回日本咀嚼学会健康咀嚼指導士研修会 日本咀嚼学会 東京 
須山 祐之 
（座長） 














講演者 年月日 演  題 学会・研究会名 開催地
眞木 吉信 2005.4. 2. 歯根面齲蝕の要因、処置、予防 東京歯科大学同窓会山形県支部 山形市
眞木 吉信 2005.4.24. 小児のカリエスリスクと予防方法 千葉県小児歯科医学会第 1 回学
術講演会 
千葉市
眞木 吉信 2005.6.27. 歯根面う蝕の診断と要因 中野区歯科医師会学術講演会 東京 
眞木 吉信 2005.6. 4. フッ素歯みがきって本当に効果あるの 渋谷区歯科医師会 東京 
眞木 吉信 2005.9.10. 乳幼児の歯と口の健康について 港区社会福祉協議会 東京都
眞木 吉信 2005.9.21. よくかむことは｢あいなのだ｣～丈
夫な歯で心とからだの健康づくり 
仙台市私立幼稚園・PTA連合会 仙台市
眞木 吉信 2005.10.11. 歯根面う蝕の基礎知識 東京歯科大学同窓会下谷支部講
演会 
東京都
眞木 吉信 2005.10.17. 歯と口の健康づくりとフッ化物 多摩市教育委員会・多摩市学校保
健会 
多摩市








眞木 吉信 2005.12. 4. フッ化物局所応用の新しい考え方 フッ化物応用研修会（福島県歯科
医師会） 
郡山市
眞木 吉信 2005.12.12. 最新の乳幼児における歯科保健指導 鴨川市歯科保健講習会 鴨川市
眞木 吉信 2005.1.25. フッ化物局所応用法の新しい考え方 公衆衛生講習会（調布市歯科医師会） 調布市





山中すみへ 2006.1.17. 薬剤の毒性・安全性と毒劇物の管理 ビル管理教育センター 東京 
 
教育ワークショップ等 
氏 名 年月日 ワークショップ名 役 割 開催地
松久保 隆 2005.10.22～23 第1回東京歯科大学試験問題作成とセキュリティの確
保に関するワークショップ 
参加者 船橋市








論      文 
 
 1. 梅村 智(1), 玄 景華(1), 塚本末廣(1), 塚本 亨(1), 芳賀 定(1), 眞木吉信, 水野明広(1) : 障害者歯科診療における
医療保険に関するアンケート, 障害者歯 26(1), 83～89, 2005. 原著 2004 年度追加分 (1)日本障害者歯科学会医療
保険委員会 
 
 2. 河村 誠(1), 笹原妃佐子(1), 高世尚子(2), 田口則宏(3), 古賀 寛, 小川哲次(3) : 若者の口腔保健関連要因の予測に
関するダイナミック・シミュレーション, 口腔衛会誌 55(2), 118～120, 2005. 原著 (1)広島大・予防歯科,(2)サンスタ
ー,(3)広島大・口腔総合診療科 
 
 3. 古賀 寛 : 保健政策における社会的資源の最適配分－フッ化物応用による齲蝕予防の保健政策を事例として－, 
2005 年度東洋英和女学院大学大学院紀要(創刊号), 73～92, 2005. 原著 
 
 4. Miyazaki,H.(1), Motegi,E.(2), Yatabe,K.(1), Yamaguchi,H.(2), Maki,Y. : A study of occlusion in elderly Japanese over 80 
years with at least 20 teeth, Gerodontology 22, 206～210, 2005. 原著 (1)口健臨・矯正科,(2)矯正 
 
 5. 眞木吉信 : 精神障害者の口腔環境の実態とその対応, 障害者歯 26(2), 133～144, 2005. 総説 
 
6. 村田尚道(1), 蓜島弘之(1), 石川健太郎(1), 弘中祥司(1), 内海明美(1), 大河内昌子(1), 大岡貴史(1), 山本麗子(2),
稲本淳子(3), 白井麻理(3), 黒川亜紀子(4), 杉原直樹, 山田光彦(5), 眞木吉信, 向井美惠(1) : 精神障害(統合失
調症)者の口腔環境・機能の実態と口臭, 障害者歯 26(2), 153～161, 2005. 原著 (1)昭和大・歯・口腔衛生,(2)昭和
大・附属烏山病院・歯科,(3)昭和大・附属烏山病院・精神科,(4)ライオン歯科衛生研究所,(5)国立精神・神経センター 
 
7. 弘中正祥(1), 蓜島弘之(1), 内海明美(1), 大河内昌子(1), 村田尚道(1), 石川健太郎(1), 大岡貴史(1), 山本麗子(2),
稲本淳子(3), 白井麻理(3), 黒川亜紀子(4), 杉原直樹, 山田光彦(5), 眞木吉信, 向井美惠(1) : 精神障害(統合失
調症)者における摂食機能の実態, 障害者歯 26(2), 172～179, 2005. 原著 (1)昭和大・歯・口腔衛生,(2)昭和大・附
属烏山病院・歯科,(3)昭和大・附属烏山病院・精神科,(4)ライオン歯科衛生研究所,(5)国立精神・神経センター 
 
8. 内海明美(1), 山本麗子(2), 村田尚道(1), 弘中正祥(1), 蓜島弘之(1), 大河内昌子(1), 石川健太郎(1), 大岡貴史(1),
稲本淳子(3), 白井麻理(3), 黒川亜紀子(4), 杉原直樹, 山田光彦(5), 眞木吉信, 向井美惠(1) : 統合失調症患者の
摂食・嚥下機能と錐体外路症状との関連, 障害者歯 26(4), 658～666, 2005. 原著 (1)昭和大・歯・口腔衛生,(2)昭
和大・附属烏山病院・歯科,(3)昭和大・附属烏山病院・精神科,(4)ライオン歯科衛生研究所,(5)国立精神・神経センター 
 
 9. Matsumoto,Y.(1), Sugihara,N., Koseki,M., Maki,Y. : A rapid and Quantitative detection system for Streptococcus 
mutans in saliva using monoclonal antibodies, Caries Res 40, 15～19, 2006. 原著 (1)ジーシー 
 
解      説 
 
 1. 眞木吉信 : Q&A 唾液の働きを科学する－答えられますか?唾液のこと－ネバネバした唾液の人とサラサラした唾
液の人では齲蝕発病のリスクが違うのですか?, 歯界展望 105(3), 582, 2005. 2004 年度追加分 
 
 2. 眞木吉信 : Q&A 唾液の働きを科学する－答えられますか?唾液のこと－たくさんの種類の唾液検査がありますが、
具体的には何がわかるのでしょうか?, 歯界展望 105(3), 596～599, 2005. 2004 年度追加分 
 
 3. 松久保 隆 : う蝕になりにくい食品 最新情報, 東京歯医師会誌 53(7), 427～435, 2005. 
  




 1. 眞木吉信(a): 著分担 :新しい健康科学への架け橋 歯周病と全身の健康を考える (a)セルフケア，プロフェッショナ
ルケア，ミュニティケアの概論 254～258 頁, 医歯薬出版, 東京, 2004. 2004 年度追加分 
 
 2. 松久保 隆(a): 著分担 :日本歯科評論増刊 唾液による健康づくり-明日からの臨床に取り組む- (a)Part2 唾液が
関わる疾患と臨床対応 8．唾液で診るう蝕リスク 69～78 頁, ヒョーロン, 東京, 2005. 
 
 3. 櫻井善忠(1), 松久保 隆監修,櫻井美和(2): 共著 :歯科医院の患者さんが増える喜ぶ健康歯科 , シエン社, 東京, 
2005. DVD (1)全国歯科衛生士教育協議会,(2)太陽歯科衛生士専門学校 
 
 4. 櫻井善忠(1), 松久保 隆監修,櫻井美和(2): 共著 :歯科衛生士のこれがプロフェッショナルケアだ , シエン社, 東京, 
2005. DVD (1)全国歯科衛生士教育協議会,(2)太陽歯科衛生士専門学校 
 
 5. 松久保 隆: 共著 :口腔保健マニュアル , 南山堂, 東京, 2006. 
 





 1. 眞木吉信 : 島しょ地区歯科保健普及啓発推進事業報告書－神津島村における 4 年間の取組－ , 東京都福祉
保健局, 2005. 2004 年度追加分 
 
 2. 松久保 隆: 「歯と食事のアンケート調査」報告 , 文京区歯科医師会, 2006. 
 
 3. 松久保 隆: 8020 運動推進特別事業「シルバー人材センター会員口腔健診補完事業」報告書 , 千葉県歯科医師
会, 2006. 
 




 1. 須山祐之 : シックハウス症候群の診断基準確立に向けて－予防医学的考察のためのバックデータ収集を早急に
－, 住宅ジャーナル 2004(6), 2004. 2004 年度追加分 
 
 2. 須山祐之 : リサイクル時代の建材 未来予想図－環境と経済の共存が義務－, 住宅ジャーナル 2005(1), 2005. 
2004 年度追加分 
 
 3. 荒川浩久(1), 金澤典子(1), 武井典子(1), 堀 正子(1), 松久保 隆, 松田裕子(1) : 歯科衛生士の学会活動と専門性の
推進を考える, デンタルハイジーン 25(2), 173～176, 2005. 2004 年度追加分 (1)日本口腔衛生学会歯科衛生士委員会 
 
  
 4. 眞木吉信, 山之内浩司(1) : Q&A あなたの質問に答えます No.42：患者さんで舌ピアスをしている方がいます。この
まま続けても大丈夫なのでしょうか?, 歯衛士 29(4), 92～94, 2005. (1)徳島赤十字病院 
 
 5. 眞木吉信, 土屋和子(1) : Q&A あなたの質問に答えます No.43：歯科衛生士臨床における為害性について教えて
ください, 歯衛士 29(4), 95～97, 2005. (1)フリーランス 
 
 6. 眞木吉信 : フッ化物応用による歯科疾患の予防技術評価に関する総合的研究, 厚生労働科学研究「フッ化物応
用による歯科疾患の予防技術評価に関する総合的研究」(H15-医療-020)平成 16 年度総括研究報告書, 1～11, 
2005. 
 
 7. 西牟田 守(1), 田中 栄(2), 古賀 寛 : Project-1 フッ化物の栄養所要量と健康, 厚生労働科学研究「フッ化物応用
による歯科疾患の予防技術評価に関する総合的研究」(H15-医療-020)平成 16 年度総括研究報告書, 12～21, 
2005. (1)国立健康・栄養研究所,(2)東大・医・整形外科 
 
 8. 古賀 寛, 西牟田 守(1) : Project-1 乳児のフッ化物摂取量, 厚生労働科学研究「フッ化物応用による歯科疾患の
予防技術評価に関する総合的研究」(H15-医療-020)平成 16 年度総括研究報告書, 33～37, 2005. (1)国立健康・
栄養研究所 
 
 9. 中垣晴男(1), 眞木吉信 : Project-2 フッ化物配合歯磨剤マニュアルの検討, 厚生労働科学研究「フッ化物応用に
よる歯科疾患の予防技術評価に関する総合的研究」(H15-医療-020)平成 16 年度総括研究報告書, 43～46, 
2005. (1)愛知学院大・歯・口衛 
 
10. 古賀 寛, 眞木吉信 : Project-2 地域歯科保健としてのフッ化物洗口事業の齲蝕予防効果 医療経済効果分析, 
厚生労働科学研究「フッ化物応用による歯科疾患の予防技術評価に関する総合的研究」(H15-医療-020)平成
16 年度総括研究報告書, 47～55, 2005. 
 
11. 眞木吉信 : Project-2 ライフステージおよびカリエスリスクとフッ化物応用, 厚生労働科学研究「フッ化物応用によ
る歯科疾患の予防技術評価に関する総合的研究」(H15-医療-020)平成 16 年度総括研究報告書, 56～66, 
2005. 
 
12. 村上多恵子(1), 中垣晴男(1), 西牟田 守(2), 古賀 寛 : Project-1 幼児のフッ化物摂取量, 厚生労働科学研究「フッ
化物応用による歯科疾患の予防技術評価に関する総合的研究」(H15-医療-020)平成 16 年度研究報告書, 59
～77, 2005. (1)愛知学院大・口腔衛生,(2)国立健康・栄養研究所 
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磨剤の使用量の検討, 歯科学報 105(5), 538, 2005.(第 280 回東京歯科大学学会, 千葉市) 
 
36. 杉山剛史(1), 佐藤 亨(1), 齋藤文明(1), 松久保 隆, 中尾祐介(1), 松木佳史(1), 五十嵐由佳(1), 山中喜男(2),
川村康中(3), 宮田右京(4) : 睡眠時無呼吸症候群患者と健常者の咬合接触状態の観察, 歯科学報 105(5), 542, 
2005.(第 280 回東京歯科大学学会, 千葉市) (1)補綴II,(2)東京都,(3)広島市,(4)岩手県 
 
37. 須山祐之 : 空中浮遊微生物除去装置および防止機器の性能評価法(テーマⅠ), 室内環境学会誌 8(2), 257～
259, 2005.(平成 17 年度室内環境学会総会・研究発表会, 北九州市) 
 
38. 阿部 智(1), 門井兼典(2), 中村彩花(2), 平田幸夫(3), 眞木吉信 : 日本の歯科大学における国際交流の実態調査, 
神奈川歯学 40(抄録集), 76, 2005.(第 40 回神奈川歯科大学学会, 横須賀市) (1)神歯大・歯科医療社会学,(2)歯科保健
医療国際協力協議会,(3)神奈川歯大・歯科医療社会学 
 
39. 眞木吉信, 杉原直樹, 黒川亜紀子(1), 山田 清(1) : 歯肉退縮と歯根面齲蝕の発病に関する研究, 老年歯医 20(3), 
250～251, 2005.(第 16 回日本老年歯科医学会大会, 東京) (1)ライオン歯科衛生研究所 
 
40. 宮本壮基(1), 小西秀次(1), 笠原正明(1), 佐久間博史(1), 三木 哲(1), 向井健介(1), 松田一郎(1), 岸田 隆(1),
杉原直樹, 今井光枝, 松久保 隆 : 妊婦歯科健診未実施市町村における妊婦の口腔状態, 第 44 回千葉県公
衆衛生学会演題抄録集, 32, 2006.(第 44 回千葉県公衆衛生学会, 千葉市) (1)千葉県歯科医師会 
 
41. 三木 哲(1), 小西秀次(1), 笠原正明(1), 宮本壮基(1), 佐久間博史(1), 向井健介(1), 松田一郎(1), 岸田 隆(1),
杉原直樹, 今井光枝, 松久保 隆 : 介護予防を目的とした高齢者歯科保健活動のための基礎調査, 第 44 回
千葉県公衆衛生学会演題抄録集, 56, 2006.(第 44 回千葉県公衆衛生学会, 千葉市) (1)千葉県歯科医師会 
 
  




教  授  水口  清  DNAの遺伝的多型の分析と法医学的応用（Ａ93－0300-11） 
             唾液の遺伝標識に関する研究（Ａ75－0300-2） 
助 教 授  花岡 洋一  硬組織からのDNA分析に関する研究（Ａ90－0300-10） 
助  手  丸山  澄  DNAの遺伝的多型の分析と法医学的応用（Ａ93－0300-11） 
      伊藤 春雄  DNAの遺伝的多型の分析と法医学的応用（Ａ93－0300-11） 
















DNA多型, 13 251〜252, 2005. 











Bull Tokyo Dent Coll 46(4), 115〜121, 2005. 










新潟市 斎藤 英一 
水口 清 マレー人のDNA多型に関する研究 マレー大学歯学部 Malaya Phrabhakaran 
Nambiar 
花岡 洋一 口腔内用小型スキャナーの開発 （株）ミツトヨ川崎研究開発
センター 
川崎市 安田  守 
花岡 洋一 デジタル機器の身元確認への応用 杏林大学医学部法医学教室 三鷹市 佐藤 喜宣 
 
4．科学研究費補助金・各種補助金 
研究代表者 研究課題 研究費 
水口  清 DNA 多型を用いた法歯学的個人識別検査法の適用範囲の拡大と検査
法の転換 
文科省科研費・基盤研究(Ｂ) 
水口  清 法医学的個人識別における DNA 多型を用いた日本人と近縁集団との
識別 
文科省科研費・萌芽研究 
花岡 洋一 手指による汚染は歯科補綴物を DNA 源とした個人識別にどれだけの
影響をおよぼすか 
文科省科研費・基盤研究(Ｃ) 




主催者 年月日 学会・研究会 会場 主催地 
花岡 洋一 2005.11.26 第26回法医学歯科研究会セミナー 神奈川県歯科医師会館 横浜市 
 
シンポジウム 
シンポジスト 年月日 主題名 学会名 開催地 

















講演者 年月日 演題 学会・研究会名 開催地 




花岡 洋一 2005.7.14 歯からわかること 警察庁検視実務専科 東京 
花岡 洋一 2005.7.16 歯科的個人識別２−警察歯科医の役割− 平成17年度北海道警察歯
科協力医会研修会 
札幌市 
花岡 洋一 2005.7.28 防災訓練参加の意義 川口市総合防災訓練研修
会 
川口市 
花岡 洋一 2005.8.25 大規模災害時の身元確認について5 埼玉県歯科医師会第 5 回
身元確認班研修会 
さいたま市
花岡 洋一 2005.8.28 身元確認訓練における実習指導 平成17年度川口市総合防
災訓練 
川口市 






花岡 洋一 2005.9.1 災害時歯科医療救護活動における実習指導 平成17年度東京都・町田
市合同総合防災訓練 
東京 
花岡 洋一 2005.9.4 身元確認訓練における実習指導 平成17年度八都県市合同
総合防災訓練 
富津市 










水口  清 2005.10.17 法歯学 警察大学校・現場鑑識専科 東京 










水口  清 2005.11.9 死体の法医的観察・法歯学について 海上保安庁門司分校・鑑
識科学研修 
門司市 
水口  清 2005.11.19 顎顔面領域の情報からの個人識別 夷隅郡市歯科医師会学術
講習会 
夷隅郡市 
花岡 洋一 2005.12.11 歯科医に与えられた新たな役割 神奈川歯科大学同窓会学
術講演会 
横浜市 
講演者 年月日 演題 学会・研究会名 開催地 
花岡 洋一 2006.1.16 歯からわかること1 警察庁検視実務専科 東京 
花岡 洋一 2006.1.23 歯からわかること2 警察庁検視実務専科 東京 
花岡 洋一 2006.1.28 歯科領域における医事紛争の最新動向 東京歯科大学同窓会石川
支部学術講演会 
和倉市 
花岡 洋一 2006.2.4 歯科的個人識別の実際 福岡県警察歯科医会 
特別講演会 
福岡市 
















水口  清 
花岡 洋一 







水口  清 
花岡 洋一 









氏名 年月日 ワークショップ名 役割 開催地 
花岡 洋一 2005.12.3～12.4 第 2 回東京歯科大学試験問題作成とセキュリテイの
確保に関するワークショップ 
参加者 船橋市 
丸山 澄 2005.8.6～7 第18回東京歯科大学カリキュラム研修ワークショップ 参加者 千葉市 
 
論      文 
 
 1. Sekiguchi,H.(1), Wang,X.(2), Minaguchi,K., Yakushiji,M.(1) : A point mutation of the ED1 gene in a Japanese family with 
X-linked hypohidrotic ectodermal dysplasia, Int J Paediatr Dent 15(1), 73～77, 2005. 原著 分子生研 (1)小児
歯,(2)Dept. of Paediatric Dentistry，the Stomatological Coll. of the Fourth Military Medical Univ. Xian，China 
 
 2. 野平千鶴, 丸山 澄, 水口 清, P.Nambiar(1) : 日本人およびマレー人のDNA多型, DNA多型 13, 251～252, 2005. 
原著 A93-0300-11, 科研費･基盤(B) 分子生研 (1)Dept.of Oral Biology， University of Malaya 
 
 3. 丸山 澄, 水口 清 : 日本人におけるmtDNA多型系統の枝葉, DNA多型 13, 253～255, 2005. 原著 A93-0300-11, 
科研費･基盤(B), 科研費･若手(B) 分子生研 
 
 4. Maruyama,S., Minaguchi,K. : Polymorphism of LPL locus in Japanese and conparison of PCR amplification efficiency 
from degraded DNA between LPL locus and the D21S11, Bull Tokyo Dent Coll 46(4), 115～121, 2005. 症例 
A93-0300-11, 科研費・基盤(B), 若手(B) 分子生研 
 
 5. Minaguchi,K., Maruyama,S., Kasahara,I., Nohira,C., Hanaoka,Y., Tsai,T., Kiriyama,T., Takahashi,N.(1) : 
Identification of unknown body using DNA analysis and dental characteristics in chest X-ray photograph, Bull 
Tokyo Dent Coll 46(4), 145～153, 2005. 症例 A93-0300-11, 科研費・基盤(B) 分子生研 (1)Scientific Crime 
Laboratory， Chiba Prefectural Headquarters 
 
 6. 加藤哲男(1), 高橋尚子(1), 水口 清, 斎藤英一(2), 宝田恭子(3), 奥田克爾(1) : 口腔保健への天然物利用, 日歯医
学会誌 25, 82～86, 2006. 原著 A83-0180-1, HRC5A04 細形研,分子生研,細生研 (1)微生物,(2)新潟工大,(3)東京都 
 
解      説 
 
 1. 花岡洋一 : 歯科医師が防げる児童虐待―歯科医師のための虐待総論―, 歯界展望 106(1), 132～133, 2005. 
 




 1. 花岡洋一(a): 著分担 :臨床家のための矯正 YEAR BOOK'05(初版) (a)矯正歯科臨床におけるリスクマネジメント 




 1. 水口 清: 写真鑑定(警視庁公安第 1 課からの鑑定嘱託) (a)公安事件の写真鑑定による個人識別 1～19 頁, 東京
歯科大学法歯学講座, 2005. 
 
 2. 水口 清,丸山 澄, 花岡洋一 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 8 月依頼，058-010
の遺骨の DNA 鑑定 20～28 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
 3. 水口 清,花岡洋一: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-021 の遺骨の
DNA 鑑定 20～28 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
  
 4. 水口 清,丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-030 の遺骨の
DNA 鑑定 20～28 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
 5. 花岡洋一(a): 検査報告書(福岡県警察本部からの検査依頼) (a)身元不明遺体における口腔内所見 on site 頁,  
東京歯科大学法歯学講座, 2005. 
 
 6. 水口 清: 鑑定書(千葉県警察本部からの鑑定嘱託) (a)殺人事件における付着物の DNA 鑑定 1～17 頁, 東京歯
科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
 7. 水口 清,丸山 澄, 花岡洋一 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-002
の遺骨の DNA 鑑定 47～61 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
 8. 水口 清,丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-026 の遺骨の
DNA 鑑定 47～61 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
 9. 水口 清,花岡洋一: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-005 の遺骨の
DNA 鑑定 47～61 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
10. 水口 清,丸山 澄, 花岡洋一 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-008
の遺骨の DNA 鑑定 47～61 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
11. 水口 清,丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-038 の遺骨の
DNA 鑑定 47～61 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
12. 水口 清,丸山 澄, 花岡洋一 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-007
の遺骨の DNA 鑑定 47～61 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
13. 水口 清,丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-001 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
14. 水口 清,丸山 澄, 花岡洋一 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-004
の遺骨の DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
15. 水口 清,丸山 澄, 花岡洋一 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-006
の遺骨の DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
16. 水口 清,丸山 澄, 花岡洋一 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-009
の遺骨の DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
17. 水口 清,花岡洋一 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-012 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
18. 水口 清,花岡洋一: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-013 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
  
19. 水口 清,花岡洋一: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-014 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
20. 水口 清,花岡洋一: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-015 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
21. 水口 清,丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-016 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
22. 水口 清,丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-017 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
23. 水口 清,丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-018 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
24. 水口 清,丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-019 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
25. 水口 清,丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-020 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
26. 水口 清,花岡洋一: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-022 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
27. 水口 清,花岡洋一: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-023 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
28. 水口 清,花岡洋一: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-024 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
29. 水口 清,丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-028 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
 
30. 水口 清,丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-029 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
31. 水口 清,丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-031 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
32. 水口 清,丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-032 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
33. 水口 清,丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-033 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
  
 
34. 水口 清,丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-034 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
35. 水口 清,丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-035 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
36. 水口 清,丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-039 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
37. 水口 清,丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-040 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
38. 水口 清: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-041 の遺骨の DNA 鑑定 
22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
39. 水口 清: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-042 の遺骨の DNA 鑑定 
22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
40. 水口 清: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-043 の遺骨の DNA 鑑定 
22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
41. 水口 清: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-045 の遺骨の DNA 鑑定 
22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
42. 水口 清: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-047 の遺骨の DNA 鑑定 
22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
43. 水口 清, 丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-052 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
44. 水口 清, 丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-053 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
45. 水口 清, 丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-056 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
46. 水口 清, 丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，058-057 の遺骨の
DNA 鑑定 22～29 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
47. 水口 清: 捜査関連事項照会回答書(神奈川県警察本部からの鑑定嘱託) (a)ミトコンドリアDNA多型のデータ 1頁, 
東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
48. 水口 清: 鑑定書(千葉県警察本部からの鑑定嘱託) (a)営利略取、逮捕監禁、強盗被疑事件における毛髪の DNA
鑑定 1～11 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
  
 
49. 水口 清: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成16年1月依頼，14012追加家族のDNA鑑定 1
～4 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
50. 水口 清 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-001 の遺骨の DNA 鑑定 
1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
51. 水口 清, 花岡洋一: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-002 の遺骨の
DNA 鑑定 1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
52. 水口 清, 花岡洋一: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-003 の遺骨の
DNA 鑑定 1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
53. 水口 清, 花岡洋一: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-004 の遺骨の
DNA 鑑定 1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
54. 水口 清, 花岡洋一: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-007 の遺骨の
DNA 鑑定 1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
55. 水口 清: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成16年1月依頼，015-014の遺骨のDNA鑑定 1
～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
56. 水口 清, 花岡洋一: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-015 の遺骨の
DNA 鑑定 1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
57. 水口 清, 花岡洋一 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-018 の遺骨
の DNA 鑑定 1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
58. 水口 清, 花岡洋一: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-019 の遺骨の
DNA 鑑定 1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
59. 水口 清, 花岡洋一: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-020 の遺骨の
DNA 鑑定 1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
60. 水口 清, 花岡洋一: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-021 の遺骨の
DNA 鑑定 1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
61. 水口 清, 花岡洋一: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-022 の遺骨の
DNA 鑑定 1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
62. 水口 清, 伊藤春雄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-023 の遺骨の
DNA 鑑定 1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
63. 水口 清, 伊藤春雄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-024 の遺骨の
DNA 鑑定 1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
  
 
64. 水口 清, 伊藤春雄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-025 の遺骨の
DNA 鑑定 1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
65. 水口 清, 伊藤春雄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-026 の遺骨の
DNA 鑑定 1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
66. 水口 清, 伊藤春雄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-027 の遺骨の
DNA 鑑定 1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
67. 水口 清, 伊藤春雄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-028 の遺骨の
DNA 鑑定 1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
68. 水口 清, 丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-030 の遺骨の
DNA 鑑定 1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
69. 水口 清, 丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-032 の遺骨の
DNA 鑑定 1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
70. 水口 清, 丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-033 の遺骨の
DNA 鑑定 1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
71. 水口 清, 丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-034 の遺骨の
DNA 鑑定 1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
72. 水口 清, 丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-035 の遺骨の
DNA 鑑定 1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
73. 水口 清, 丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-036 の遺骨の
DNA 鑑定 1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
74. 水口 清, 丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-037 の遺骨の
DNA 鑑定 1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
75. 水口 清, 丸山 澄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-038 の遺骨の
DNA 鑑定 1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
76. 水口 清, 伊藤春雄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-039 の遺骨の
DNA 鑑定 1～9 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2006. 分子生研 
 
77. 水口 清, 伊藤春雄: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，015-040 の遺骨の











 1. 丸山 澄, 水口 清 : ミトコンドリア DNA 多型による日本人と近縁集団との個別配列の識別, 日法医誌 59(1), 50, 
2005.(第 89 次日本法医学会総会, 高松市) A93-0300-11, 科研費･基盤(B) 分子生研 
 
 2. 都築民幸(1), 花岡洋一, 吉田昌記(2), 上野麻夫(2), 梶原正弘(2), 高篠 智(2), 椋木 礼(2), 水口 清,佐藤喜宣(2) : 遺
体の口腔内画像採取における歯科用小型スキャナーの有用性, 日法医誌 59(1), 88, 2005.(第 89 次日本法医学
会総会, 高松市) A-03-0300-14 (1)日歯大・歯科法医学センター,(2)杏林大・医・法医学 
 
 3. 花岡洋一, 高橋信行(1), 都築民幸(2), 梶原正弘(3), 水口 清, 佐藤喜宣(3) : 身元不明死体の歯科所見記録に関す
る考察―累積身元不明遺体の保管記録から―, 日法医誌 59(1), 94, 2005.(第 89 次日本法医学会総会, 高松市) 
A-03-0300-14 (1) 千葉県警・科捜研,(2)日歯大・歯科法医学センター,(3)杏林大・医・法医学 
 
 4. 大熊一豊(1), 花岡洋一, 斎藤隆史(2), 森 真里(1) : 剖検後の個人識別事例における一考察, 北医療大歯会誌 
24(1), 121, 2005.(東日本歯学会第 23 回学術大会, 札幌市) (1)北医大・歯・保存 1,(2)北医大・歯・保存 2 
 
 5. 丸山 澄, 野平千鶴, 水口 清 : ミトコンドリア DNA 多型による日本人と近縁集団との地理的由来の識別の可能性, 
歯科学報 105(3), 249, 2005.(第 279 回東京歯科大学学会例会, 千葉市) A93-0300-11, 科研費･基盤(B) 分子生研 
 
6. 田中秀夫(1), 渡邉洋夫(1), 兵藤英昭(1), 浮地文夫(1), 渡邉儀一郎(1), 大越壽和(1), 山崎一男(1), 岡部綱好(1),
水口 清, 都築民幸(2), 小室歳信(3), 花岡洋一, 山田良広(4) : 東京都総合防災訓練における都歯科医師会 10
年の・ゆみ, 警察歯科医会全国大会(4), 27, 2005.(第 4 回警察歯科医会全国大会, 秋田市) (1)東京都,(2)日歯大・歯科
法医学センター,(3)日大・歯・法医,(4)神歯大・歯・法医 
 
 7. 丸山 澄, 野平千鶴, 水口 清 : マレー人のミトコンドリア DNA 多型, 歯基礎医会誌 47, 195, 2005.(第 47 回歯科基
礎医学会総会, 仙台市) A93-0300-11, 科研費･基盤(B), 科研費･若手(B) 分子生研 
 
 8. 花岡洋一, 水口 清, 都築民幸(1) : 公開身元捜査における歯科情報の有効活用に関する検討―アンケート調査か
ら―, J Oral Biosci 47, 195, 2005.(第 47 回歯科基礎医学会学術大会ならびに総会, 仙台市) A-03-0300-14 (1)日歯大・
歯科法医学センター 
 
 9. 花岡洋一, 高橋信行(1), 都築民幸(2), 梶原正弘(3), 水口 清, 佐藤喜宣(3) : 累積身元不明死体の歯科所見記録に
関する検討―身元不明死体の保管記録から―, 法科学技術 10, 181, 2005.(日本法科学技術学会第 11 回学術集
会, 大阪市) A-03-0300-14 (1) 千葉県警・科捜研,(2)日歯大・歯科法医学センター,(3)杏林大・医・法医学 
 
10. 吉田昌記(1), 都築民幸(2), 花岡洋一, 梶原正弘(1), 上野麻夫(1), 安田 守(3), 渡邉知明(3), 水口 清,佐藤喜宣(1) : 
歯科用小型スキャナーによる口腔内所見の採取 第 2 報―装置の改良とデジタルデンタルチャート作成用ソフト





11. 花岡洋一, 丸山 澄, 水口 清 : 新たなる口腔内画像撮影装置の歯科的個人識別への有用性, 歯科学報 105(5), 
533, 2005.(第 280 回東京歯科大学学会総会, 千葉市) A-03-0300-14 
 
12. 花岡洋一, 都築民幸(1), 吉田昌記(2), 上野麻夫(2), 梶原正弘(2), 丸山 澄, 水口 清, 佐藤喜宣(2) : 歯科用超小型
スキャナーによるデジタルデンタルチャートの構築, 第 74 回日本法医学会関東地方会要旨集, 20, 2005.(第 74
回日本法医学会関東地方会, 相模原市) Aー03-0300-14 (1)日歯大・歯科法医学センター,(2)杏林大・医・法医学 
 
13. 水口 清, 丸山 澄, 野平千鶴, 佐々木継泰(1), 石川 昂(1), P.Nambiar(2) : マレーシア・クアラルンプール周辺に在
住するマレー人のミトコンドリアDNA多型解析, 日本DNA多型学会第 14 回学術集会抄録集, 29, 2005.(日本DNA
多型学会第 14 回学術集会, 高松市) A93-0300-11, 科研費･基盤(B) 分子生研 (1)東京歯科大学学生,(2)Dept. of Oral 
Biology， University of Malaya 
 
14. Minaguchi,K., Maruyama,S., Nohira,C., Nambiar,P.(1) : Phylogrny of mitochondrial DNA polymorphisms and its 
application to forensic science, 2005 Forensic Science Symposium Program & Abstracts, 95～96, 2005.(2005 
Forensic Science Symposium, Taipei) A93-0300-11, 科研費･基盤(B) 分子生研 (1)Faculty of Dentistry， University of 
Malaya 
 
15. Minaguchi,K., Kasahara,I. : Phylogrny of Y-chromosomal DNA polymorphisms and its application to forensic science, 
2005 Forensic Science Symposium Program & Abstracts, 97～98, 2005.(2005 Forensic Science Symposium, Taipei) 
A93-0300-11, 科研費･基盤(B) 分子生研 
 
16. 伊藤春雄, 笠原 育, 水口 清 : 日本人を対象とした AmpFlSTR-Yfiler による 5 種の Y-STR の追加と 21-YSTR 
haplotypeおよびBinary Haplogroupとの関連, 日本DNA多型学会第14回学術集会抄録集, 88, 2005.(日本DNA
多型学会第 14 回学術集会, 前橋市) A93-0300-11 分子生研 
 
17. 見明康雄(1), 栁澤孝彰(1), 片倉 朗(2), 内山健志(2), 水口 清 : 唾液による歯牙硬組織石灰化度の恒常性維持の
解明, 平成 17 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショッププログラムおよび抄録集, 39～41, 







教  授 石井 拓男 歯科分野における診療ガイドライン構築に関する総合的研究  






















































座長 年月日 演題 学会名 開催地 










石井 拓男 2005.7.24 住民・患者との協働を目指して 柏歯科医師会シンポジウム 柏市 
石井 拓男 
(市民公開） 




石井 拓男 2005.10.13 住民・患者参加型の保健・医療 第64回日本矯正歯科学会大会 横浜市 









講演者 年月日 演題 学会・研究会名 開催地 
石井 拓男 2005.4.28 歯科医療行政の昨日・今日・明日 滋賀県歯科医師連盟 
平成17年度政経座談会 
大津市 
石井 拓男 2005.5.20 介護保険制度について 東京都武蔵野市歯科医師会 
口腔ケア研修会 
武蔵野市








石井 拓男 2005.7.9 30周年記念フォーラム 
生涯研修の現状と課題 
TDC卒後セミナー2005 東京 
石井 拓男 2005.7.27 病診連携について 東京歯科大学千葉市同窓会 
（水曜会） 
千葉市 
講演者 年月日 演題 学会・研究会名 開催地 

















石井 拓男 2005.9.9 医療保険制度の今後について 東京歯科大学同窓会保険部 
情報交換会 
東京 











岡田 眞人 2005.11.27 歯科疾患の疫学調査および分析 第 33 回産業歯科医研修会  
（アドバンストコース） 
東京 






講演者 年月日 演題 学会・研究会名 開催地 
石井 拓男 2005.5.29 これからの歯科衛生士業務 2005 九州デンタルショー 福岡市 





石井 拓男 2005.10.22 これからの歯科衛生士教育と歯科
保健医療ニーズ 
日本歯科衛生士会 平成 17 年
度専門研修Ⅱ「特定コース」 
東京 
石井 拓男 2005.10.31 歯科医師臨床研修修了後の進路 第46回歯科医学教育セミナー 千葉市 
石井 拓男 2005.11.26 これからの歯科衛生士教育につい
て 
日本歯科衛生士会 平成 17 年
度教育養成部門研究会 
東京 
石井 拓男 2005.12.10 これからの歯科衛生士教育と歯科
保健医療ニーズ 
日本歯科衛生士会 平成 17 年
度専門研修Ⅱ「特定コース」 
名古屋市
石井 拓男 2006.2.18 これからの歯科衛生士教育と歯科
保健医療ニーズ 
日本歯科衛生士会 平成 17 年
度専門研修Ⅱ「特定コース」 
熊本市 
講演者 年月日 演題 学会・研究会名 開催地 
石井 拓男 2006.3.8 介護保険制度改正の中での口腔ケ
アの重要性について 












氏名 年月日 ワークショップ名 役割 開催地 










































氏 名 年月日 種 別 役 割 開催地 




 1. 櫻井 薫(1)編集協力, 石井拓男(a),井出吉信(2)(b), 松井 隆(3)(c): 著分担 :POSによる歯科診療録の書き方 (a)教
育改革の流れと大学における診療録書き方指導 16～17 頁,(b)口腔解剖の名称と記載要領 86～92 頁,(c)処方
ならびに処方せんの書き方 97～101 頁, 医歯薬出版, 東京, 2005. (1)補綴I,(2)解剖,(3)口健臨・口外科 
 
2. 荒川浩久(1), 石井拓男, 磯崎篤則(2), 上村参生(3), 尾﨑哲則(4), 神原正樹(3), 車田文雄(5), 後藤田宏也(6),
小林清吾(7), 雫石 聰(8), 清水良昭(9), 末髙武彦(10), 竹下 玲(11), 鶴本明久(12), 中垣晴男(13), 埴岡 隆(14),
前野正夫(15), 松久保 隆(16), 松本 勝(11), 三宅達郎(3), 宮澤忠蔵(17), 向井美惠(18), 安井利一(9), 米満正美(19) : 





 3. 石井拓男(a): 著分担 :デンタル IT ナビゲーション (a)個人情報保護法と歯科医院 64～70 頁, デンタルダイヤモン




 1. 石井拓男,市川哲雄(1), 櫻井 薫(2), 川崎浩二(3): 歯科医療分野における診療ガイドライン構築に関する総合的研
究 , 東京歯科大学社会歯科学研究室 石井拓男, 2006. (1)徳島大・大学院・ヘルスバイオサイエンス研究部,(2)補綴
I,(3)長崎大・医・歯学部附属病院・地域医療連携センター 
 
 2. 雫石 聰(1), 埴岡 隆(2), 瀬戸皖一(3), 奥田克爾(4), 川口陽子(5), 石井拓男 : 喫煙が及ぼす歯科医療費への経済
的影響に関する研究 , 大阪大学大学院歯学研究科口腔分子免疫制御学講座 雫石 聰, 2006. (1)阪大・口腔
分子感染制御,(2)福岡歯大・歯・口腔健康,(3)鶴見大・歯・口外,(4)微生物,(5)東医歯大・大学院・健康増進歯学 
 
3. 小林修平 (1), 宮崎秀夫 (2), 才藤栄一 (3), 井上修二 (4), 泉福英信 (5), 安藤雄一 (6), 花田信弘 (7), 今井 奨 (8),
石井拓男, 植松 宏(9) : 咀嚼と肥満の関連性に関する研究 , 人間総合科学大学人間科学部健康栄養学科 




 4. 住友雅人(1), 石井拓男, 出口眞二(2), 土田泰治(3) : 外国におけるマッチングプログラムの調査に関する研究 ,  





 1. 石井拓男 : 8020 運動の意味と問題点, 日補綴歯会誌 49(2), 168～178, 2005. 
 
 2. 岡田眞人 : 介護保険施設における口腔ケア, 日本歯科新聞(1417), 5, 2005. 
 
 3. 石井拓男 : 個人情報保護法施行と歯科医療, ザ・クインテッセンス 24(6), 177～181, 2005. 
 
  
 4. 石井拓男 : かかりつけ歯科医とは何ですか?, 日歯評論 65(10), 13～16, 2005. 
 
 
 5. 石井拓男, 岡田眞人, 平田幸夫(1), 尾崎哲則(2), 宮武光吉(3) : 歯科に求められる医療倫理教育, 日歯評論 
65(11), 22～24, 2005. (1)神歯大・社歯・歯科医療社会学分野,(2)日大・歯・医療人間科学,(3)鶴見大・歯 
 
 6. 石井拓男 : 教育現場からみた生涯研修とは－臨床研修必修化を中心に, 日歯評論 65(12), 153～158, 2005. 
 
 7. 石井拓男 : 学会設立検討会報告書, 日衛学誌 34(2), 8～11, 2006. 
 




1. 杉戸博記 (1) , 古澤成博 (2) , 角田正健 (1) , 杉山利子 (3) , 山倉大紀 (4) , 一戸達也 (5) , 外木守雄 (6) , 石井拓男,
佐藤 亨(7), 山田 了(1), 小田 豊(8), 井出吉信(9) : 第 2 学年病院実習と臨床研修歯科医の初期研修を組み合わ




 2. 武井典子(1), 小笠原妙子(2), 折津政江(3), 村越倫明(4), 柳沢幸江(5), 渋谷耕司(1), 石井拓男 : 咀嚼と肥満の関連




 3. 平田幸夫(1), 青山 旬(2), 薄井司文歩(3), 阿部 智(1), 山田善裕(4), 石井拓男, 雫石 聰(5) : 喫煙が及ぼす歯科医療
費への経済的影響に関する研究－歯周疾患医療費における超過医療費の推定－, 口腔衛会誌 55(4), 482, 
2005.(第54 回日本口腔衛生学会・総会, 東京) (1)神歯大・社歯・歯科医療社会学分野,(2)栃木県立衛生福祉大学校・歯科技
術学部,(3)川崎市中原区役所保健福祉センター,(4)江東区保健所,(5)大阪大学口腔分子感染制御学講座 
 
 4. 須山祐之(1), 高橋義一, 村松 淳(2), 高久 悟(3), 大川由一(4), 小林美香(5) : 歯科医療施設での空気感染に対する
実践的な感染対策(その 4), 口腔衛会誌 55(4), 483, 2005.(第 54 回日本口腔衛生学会・総会, 東京) (1)衛生,(2)口健
臨・麻酔科,(3)埼玉県立短大・歯科衛生,(4)千葉衛短・歯衛,(5)東京都 
 
5. 石井拓男, 渡邊 裕 (1) , 蔵本千夏 (1) , 山根源之 (1) , 岡田眞人, 今村嘉宣 (2) , 大川由一 (3) , 山田善裕 (4) ,
新庄文明(5), 宮武光吉(6) : 介護保険施設における口腔機能評価に関する研究 第 2 報施設種別の比較, 口腔
衛会誌 55(4), 487, 2005.(第 54 回日本口腔衛生学会・総会, 東京) (1)市病・オーラルメディシン,(2)補綴III,(3)千葉衛短・歯
衛,(4)江東区保健所,(5)長崎大・大学院・医歯薬学・健康予防,(6)鶴見大・歯 
 
 6. 佐々木良紀 (1), 高橋義一 : 海上自衛隊における Oral Health Promotion5 －管楽器奏が歯周疾患罹患に及ぼ
す影響について－, 口腔衛会誌 55(4), 512, 2005.(第 54 回日本口腔衛生学会・総会, 東京) (1)自衛隊中央病院 
 
  
7. 片倉 朗 (1), 宍倉邦明 (2), 中山修一 (2), 水谷哲夫 (2), 大前寛明 (2), 上野正志 (2), 星野浩之 (2), 川村正樹 (2),
中島真理子(2), 小太刀健二(2), 宮間幹夫(2), 入江洋文(2), 阿佐美葉子(2), 蔵本 誠(2), 伊藤陽介(2), 池田廣明(2),
湯浅一洋(2), 木屋和彦(2), 並木泰次(2), 高橋仁人(2), 柴原孝彦(1), 髙野伸夫(1), 内山健志(1), 笠原清弘(1),
山内智博(1), 武田栄三(1), 野村武史(1), 石井拓男, 山本信治(1) : 口腔癌検診の現状と将来展望 -歯科医師会
と協力して行っている口腔癌検診-, 第 12 回千葉県歯科医学大会プログラム, 54, 2006.(第 12 回千葉県歯科医学
大会, 千葉市) (1)口外,(2)千葉県 
 
  
